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戦
前
期

に
お
け

る
筑
豊
炭
海
上
輸
送
と
回
漕
業
者

の
展
開

帆
船

・
被
曳
船

・
機
帆
船
輸
送
を
中
心
に

木

庭

俊

彦

は
じ
め
に

本
稿
は
日
本
最
大
の
産
炭
地
で
あ

っ
た
筑
豊

の
石
炭
積
出
地
、
若
松
港
を
ブ
イ
ー

ル
ド
と
し
て
、
戦
前
期
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
小
船

(帆
船

・
被
曳
船

・
機
帆
船
)
を

中
心
と
し
た
輸
送
市
場
を
段
階
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

筑
豊
炭
の
海
上
輸
送
手
段
の
変
遷
だ
け
で
な
く
、
そ
の
主
体
で
あ
る
船
主
を
確
保

・

運
用
し
て
、
実
際
に
石
炭
荷
主
よ
り
輸
送
業
務

を
引
き
受
け
る

(船
主
を
仲
介
す

る
)
回
漕
業
者
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。

石
炭
産
業
に
お
け
る
輸
送
に
関
す
る
研
究
、
特
に
戦
前
期
の
内
航
海
運
と
呼
ば
れ

る
国
内
海
上
輸
送
に
対
す
る
研
究
の
蓄
積
は
薄

い
。
ま
ず
、
筑
豊
炭
の
海
上
輸
送
に

関
す
る
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
今
津
健
治
の
諸
研
究
が
あ
る
。
同
氏
は
輸
送
船
舶
の

変
遷
を
概
括
的
に
分
析
し
、
特
に
、
帆
船

・
被

曳
船

・
機
帆
船
と
い
っ
た
特
徴
的
な

船
が
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

次
に
、
石
井
寛
治
は
日
本

の
四
大
産
炭
地
と
さ
れ
る
各
山
元
か
ら
積
出
地
、
積
出

地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
輸
送
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
海
運
の
み
の

宇
部
、
も
し
く
は
鉄
道

の
み
の
常
磐
を
傍
流
的
タ
イ
プ
、
北
海
道
お
よ
び
九
州
の
鉄

道
と
海
運
の
補
完
的
な
結
合
の
形
態
を
主
導
的
な
タ
イ
プ
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
に

お
け
る
石
炭
輸
送
の
全
体
像
を
示
し
た
。

ま
た
、
牧
野
文
夫
は
今
津
と
同
様
に
筑
豊
炭
の
海
上
輸
送
手
段
に
注
目
し
、
内
航

海
運
業
の
技
術
選
択
に
関
す
る
実
証
分
析
を
試
み
て
い
る
。
各
船

の
利
潤
率
を
推
算

し
、
帆
船

・
被
曳
船

・
機
帆
船
の
存
立
、
変
遷
の
経
済
的
な
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
特
徴
的
な
輸
送
手
段
の
展
開
と
そ
の
要
因
を
考
察
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
輸
送
の
担

い
手
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
視
点
が
弱
く
、
船
舶
に
よ
る
石

炭
輸
送
自
体
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

複
雑
な
内
航
海
運
構
造
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
輸
送
力
を
求
め
る
石
炭
荷
主
、
輸

送
を
取
次
ぐ
回
漕
業
者
、
実
運
送
を
行
う
船
主
の
三
者
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
具
体

的
な
輸
送
市
場
の
提
示
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

輸
送

の
担
い
手
を
視
野
に
入
れ
て
、
内
航
海
運
の
構
造
を
検
討
し
た
興
味
深

い
研

究
と
し
て
笹
木
弘
他

『
機
帆
船
海
運
の
研
究
』
が
あ
る
。
主
に
聞
き
取
り
調
査
に
依

拠
し
て
、
帆
船

・
機
帆
船

の
船
主
経
営

の
あ
り
方
を
分
析
し
、
さ
ら
に
、
荷
主
と
の
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問
を
仲
介
す
る
回
漕
業
者
と
の
関
係
か
ら
船
主

の
存
立
基
盤
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
回
漕
業
者
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
そ

の
中
間
業
者
と
し
て
の
特
質
を
具
体

的
に
す
る
こ
の
研
究

の
試
み
に
多
く
の
示
唆
を
う
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
書
で
は

船
主
の
経
営
、
も
し
く
は
回
漕
業
者

の
詳
細
な
業
務
に
考
察
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、

石
炭
産
業
と
の
関
連
に
お
け
る
輸
送
市
場
の
展
開
が
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

例
え
ば
、
若
松
の
回
漕
業
者
の
検
討
を
行
い
な

が
ら
も
、
実
際
に
は
性
格

の
異
な
る

業
者
を
含
め
て
い
る
た
め
、

一
九

一
〇
年
な

い
し
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
筑
豊
炭
輸

送
を
担

っ
た
回
漕
業
者
と
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
程
度

の
役

割
を
持

つ
の
か
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
筑
豊
炭
市

場
と
輸
送
船
舶

の
動
向
を
踏
ま
え

つ

つ
、
回
漕
業
者
を
介
す
る
輸
送
経
路
が
筑
豊
炭
海
上
輸
送
に
お
い
て
重
要
に
な

っ
て

い
く
過
程
を
論
じ
る
。
そ
こ
で
は
、
回
漕
業
者

の
業
態
お
よ
び
仲
介
者
と
し
て
の
機

能
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
若
松
港
よ
り
積
出
さ
れ
る
石
炭

を
取
り
扱

っ
た
回
漕
業
者
お
よ
び
船
舶
に
対
し
て
、
量
的
側
面
か
ら
考
察
し
、
瀬
戸

内
海
に
お
け
る
石
炭
輸
送
市
場
の
マ
ク
ロ
的
な
見
取
り
図
を
示
し
た
い
。

筑
豊
炭
の
積
出
と
海
上
輸
送

(
一
)
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら

一
九
二
〇
年
代

一
九
〇
〇
年
前
後
ま
で
、
筑
豊
炭
積
出
地
と
し
て
の
門
司
港
と
若
松
港

の
問
に
は
、

海
外
向
け
お
よ
び
船
舶
焚
料
炭
向
け
の
門
司
、
国
内
お
よ
び
門
司
行
き
の
若
松
と
い

う
分
業
関
係
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
筑
豊

石
炭
業
は
こ
の
時
期
か
ら
三
井
、
三

菱
、
住
友
、
古
河
な
ど
の
本
格
的
な
進
出
や
そ
れ
に
と
も
な
う
鉄
道
輸
送
網
の
確
立

な
ど
に
よ
り
、
出
炭
量
を
増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
若
松
港
か
ら
の
石
炭
積

出
高
も
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
伸
び
て
い
く
が
、
図
表
1
に
よ
る
と
、

一
九
〇
〇
年
代

初
頭
で
は
い
ま
だ
門
司
行
き
が
全
体

の
五
割
か
ら
六
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

一
九
〇
四
年
の
若
松
港
の
特
別
輸
出
港
指
定
、

一
九
〇
六
年
の
港
の
第

一
次

・
第
二

次
拡
張
工
事
完
成
を
き

っ
か
け
に
門
司
行
き
は
相
対
的
に
減
少
し
て
い
く
。
特
に
阪

図表1若 松港石炭積出内訳

出典:今 津健治編 『若松港石炭統計(抄)』 より作成。

備考:1918年 以 降の国内移 出には鉄道省納炭を含む。
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神
地
方
を
主
な
仕
向
地
と
す
る
国
内
行
き
が
増
加
し
、

一
九
〇
九
年
に
は
門
司
行
き

と
国
内
行
き
が
逆
転
す
る
に
至
る
。
ま
た
、
海
外
輸
移
出
も
輸
出
港
指
定
の
翌
年
で

あ
る

一
九
〇
五
年
の
約
二
〇
万
ト
ン
か
ら
、
そ

の
後
は
漸
増
し
て

一
九
一
三

年
に
は

一
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
。
若
松
か
ら
の
全
積
出
高
は

一
九
一
三

年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
、
第

一
次
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
再
び
増
加
を

み
せ
る
も
、
ピ
ー
ク
時
と
同
量
の
推

移
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

一
九

一
五
年
に
は
門
司
行
き
が
急
激
に
落
ち
込

み
、
そ
の
後
も
減
少
を
み
せ
る
の
に
対
し
て
、
国
内
行
き
は
再
び
伸
び
て
い
く
。

こ

の
時
期
の
石
炭
市
場
は
海
外
輸
移
出
が
減
退
す

る
の
に
対
し
て
、
国
内
需
要
が
増
大

し
、
ま
た
、
筑
豊
炭
の
国
内
仕
向
先
は
遠
距
離

の
市
場
ほ
ど
伸
び
が
小
さ
か

っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
全
積
出
高
の
う
ち
門
司
行
き
、
海
外
輸
移
出
、
焚
料
に
大
き
な

変
化
は
な
く
、
海
外
輸
移
出
の
二
年
間

(
二
五
、
二
六
年
)
を
除

い
て
、
す
べ
て

一

〇
〇
万
ト
ン
未
満
で
推
移
し
た
。

次
に
、
船
舶

の
種
類
別
の
隻
数
と
積
出
高
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
門
司
行
き
と
国

内
行
き
が
逆
転
し
た

一
九
〇
九
年
時

の
船
舶
延
数
は
、
帆
船
が

一
九
,
三
五
四
隻
、

艀
二
四
,
六
〇
四
隻
、
汽
船
九
四
五
隻
で
あ
り
、
帆
船
と
艀
と
も
に
二
万
隻
も
の
大

量
の
船
が
入
港
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
若
松
港
に
お
け
る
各
船
の
積
出
高
の
比
率

を
図
表
2
に
示
し
た
。
門
司
行
き
の
減
少
し
た

一
九

一
五
年
に
は
帆
船
が
二
五
,
〇

七
〇
隻
で
、
積
出
高
の
約
七
割
を
こ
の
輸
送
手
段
が
占
め
て
い
た
。
国
内
行
き
の
汽

船
積
出
高
は
、
第

一
次
大
戦
後
に
は
増
加
を
み
せ
る
が
、
国
外
行
き

の
汽
船
は
二
三

年
頃
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
る
。

一
九

=
二
年

の
全
体
の
積
出
高
に
占
め
る
そ
の
比
率

は
約

一
二

・
七
%

(約
九
万
ト
ン
)
か
ら

一
八
年
の
六

・
六
%

(約
五
万
ト
ン
)
と

な

っ
た
。

一
九

一
七
年
か
ら
被
曳
船
に
よ
る
積
出
高
が
統
計
上
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
船
は
帆
船
と
そ
の
船
体
構
造
が
似
て
い
る
た
め
、
実
際
は
、
そ
れ
以

図表2若 松港出航船別積出高比率

出典:社 団法人若松石炭協会 『社団法人若松石炭協会五十年史』

(1957年 、112～ll5頁)よ り作成。

備考:汽 船焚料は除く。国内向けには旧植 民地を含む。

1922年 から1934年 までは、帆船のうち門司行きの積出高は除いてある。

 

前

の
帆
船
積
出
高

の
中
に
こ
の
船
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
被
曳
船

は

一
九

一
七
年
に
延
べ
約
六
千
隻
で
積
出
高

一
二
〇
万
ト
ン
、

一
八
年
に
は
同
様
の

隻
数
で
全
積
出
高

の
二
割
を
こ
え
、
そ
れ
以
後
二
〇
年
代
を
通
じ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
隻

数
や
積
出
高
の
比
率
を
維
持
し
続
け
た
。
被
曳
船
輸
送
は
数
隻

の
船
か
ら
な
る
船
団

を
組
ん
で
輸
送
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
特
に
大
手
の
石
炭
販
売
者
に
利
用
さ

れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
曳
航
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
船
を
自
己
所
有
し
な
け
れ
ば
積
込
に
時

一23一



問
が
か
か
り
、
非
効
率
に
な
る
可
能
性
が
生
じ

る
か
ら
で
あ
る
。
「曳
船

ハ
之
ヲ
時
日

ヲ
空
費
セ
ス
使
用
セ
ン
ト
セ

ハ
少
ナ
ク
ト
モ
三
体
ノ
曳
船
及
之

二
付
随
ス
ル
被
曳
船

ハ
六
十
隻
以
上
ヲ
有
セ
サ

ル
ヘ
カ
ラ
ス
之
力
建
設
費
ト
シ
テ
ハ
五
十
萬
円
ヲ
要
シ
小

資
本
家
ノ
堪
フ
ル
ト

コ
ロ
ニ
ア
ラ
ス
今
日
之
ヲ
使
用
セ
ル
モ
ノ

ハ
三
井
三
菱
住
友
古

河

ノ
如
キ
大
鑛
業
家

」
で
あ

っ
た
。
時
期
は
や
や
下
る
が
、

一
九
二
五
年
の
若
松
港

に
お
け
る
小
型
船
舶
の
所
有
状
況
を
図
表
3
に
示
し
た
。
大
手
石
炭
販
売
者
は
帆
船

を
自
社
で
持

つ
と
と
も
に
、
多
数
の
艀
お
よ
び
被
曳
船
を
所
有
も
し
く
は
傭
船
契
約

し
て
い
る
。
筑
豊

の

(単位:隻)図 表31925年 の小型船舶所有者

曳船用小蒸気船
艀および被曳船

傭船所有船
帆船店名

409683三井物産

9015064三菱鉱業

56512159貝島

2697412古河

134277麻生

103720山下

005188帝国炭業

010470大阪商船

20850安川

1000住友

031140その他14店

出典:門 司鉄道局運輸課『産物と其の移動 上巻』(1925年 、563頁)より作成。

備考:住 友の艀船は特約を結んである艀業者からの必要時に提供。

その他14店 の艀および被曳船の所有者は傭船を含む。

地
場
の
大
手
で
あ
る

麻
生
や
貝
島
は
、

一

九

一
七
年
に
三
井
の

プ
ー
ル
制
か
ら
離
脱

し
て
販
売
の
自
立
化

を
図
り
、
そ
れ
に
と

も
な

っ
て
船
舶
を
所

有
し
始
め
た
。
ま
た
、

・
山
下

(石
炭
株
式
会

社
)
が
若
松
か
ら
の

石
炭
積
出
を
開
始
す

る
の
は

一
九

一
五
年

の

一
二
月
、
帝
国
炭

業
は

一
九
年
か
ら
で

あ

っ
た
。
以
上
の
こ

と
を
加
味
す

る
と
、

特
に

一
九

一
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
、
多
く
の
大
手
石
炭
荷
主

た
ち
が
自
己
の
艀
お
よ
び
被
曳
船
に
よ
る
輸
送
を
採
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(二
)

一
九
三
〇
年
代

前
掲

の
図
表
2
に
よ
る
と
、

一
九
三
五
年
か
ら
機
帆
船

の
積
出
高
が
統
計
上
に
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が

、
帆
船
と
入
れ
替
わ
る
形
で
そ
の
積
出
高

の
比
率
が
伸

の
び
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
行
き
の
汽
船
は
三
割
を
超
え
る
比
率
を
維
持
し
、
被
曳

船
と
国
外
向
け
の
汽
船
が
二
〇
年
代
と
比
べ
て
低
下
し
て
い
る
。
二
〇
年
代
か
ら
三

〇
年
代
末
ま
で
の
若
松
港
か
ら

の
主
な
仕
向
地
と
、
そ
の
地
域

へ
の
輸
送
手
段
を
図

表
4
で
み
て
い
こ
う
。
筑
豊
炭
は
、
第

一
次
大
戦
後
か
ら
日
本
に
お
け
る
石
炭
市
場

の
占
有
率
を
低
下
さ
せ
、

一
九
二
〇
年
代
に
は
最
大
消
費
地
で
あ
る
大
阪
に
お
い
て

も
北
海
道
炭
、
撫
順
炭
、
山

口
炭
の
進
出
に
よ
り
シ

ェ
ア
を
減
退
さ
せ
て
い
っ
た
。

そ
の
な
か
で
も
、
大
阪
は
筑
豊
炭

の
最
大
の
仕
向
地
で
あ
り
続
け
る
が
、
こ
の
時
期

に
お
い
て
、
よ
り
瀬
戸
内
向
け

へ
の
小
口
輸
送
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
最

大
市
場

の
大
阪
は
二
六
年
の

一
九
〇
万
ト
ン
か
ら
や
や
増
加
を
み
せ
る
も
、
三
五
年

ま
で
は
停
滞
的
に
推
移
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
輸
送
手
段
を
み
る
と
、
被
曳
船

の
積
出
比
率
が
高
く
、
汽
船
に
よ
る
積
出
も
多
く
な

っ
て
い
る
。
帆
船

・
機
帆
船
に

よ
る
比
率
が
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
他

の
地
域
よ
り
も
低
い
。
港
湾

の
整
備
が
進
ん
だ
結

果
で
あ
ろ
う
。
兵
庫
は
大
阪
と
同
様
に
被
曳
船
に
よ
る
比
率
が
高

い
が
、

一
方
で
帆

船
利
用
も
多
く
、
三
八
年
に
な

っ
て
も
そ
れ
が

一
四
%
を
占
め
、
機
帆
船
に
よ
る
積

出
も
三
五

・
八
%
で
あ

っ
た
。
中
国
地
方
向
け
は
従
来
ま
で
の
量
か
ら
比
べ
る
と
そ

の
伸
び
は
著
し
く
、
岡
山
で
二
六
年

の
約
二
六
万
ト
ン
か
ら
三
八
年
に
約
五
七
万
ト

ン
、
広
島
で
は
約
三
〇
万
ト
ン
か
ら
約
八
〇
万

へ
、
山
口
で
も
約
三
〇
万
ト
ン
か
ら

約
七
〇
万
ト
ン
と
な

っ
た
。
他
方
で
、
愛
知
は
同
期
間
で
約
一
三

万
ト
ン
程
度

の
増

一24一



図表4若 松港国内地方別・船種別積出高(1926～38年) (単位:ト ン、%)

大阪

兵庫

愛媛

岡山

広島

山 口

神奈川

愛知

帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計
帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計
帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計
帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計
帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計
帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計
帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計
帆船
機帆船
被曳船
汽船
合計

1926

485,102

1,207,957

238,618

1,931,677

601,222

433,980

64,535

1,099,737

223,222

15,618

1,394

240,234

182,486

72,785

1,641

256,912

237,320

57,464

2,293

297,077

299,861

164

0

300,025

0

0

502,611

502,611

0

0

747,150

747150

比率
25.1

62.5

12.4

54。7

39.5

5.9

92.9

6.5

0.6

71.0

28.3

0.6

79.9

19.3

0.8

99.9

0.1

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

100.0

1929

516,753

1,001,335

586,337

2,104,425

632,776

368,055

4,038

1,004,869

214,106

12,627

4,240

230,973

218,819

113,769

8,157

340,745

181,026

101,744

1,489

284,259

250,172

8,690

0

258,862

506,930

506,930

0

0

799,503

799,503

比率
24.6

47.6

27.9

63.0

36.6

0.4

92.7

5.5

1.8

64.2

33.4

2.4

63.7

35.8

0.5

96.6

3.4

0.0

0,0

0.0

100.0

0.0

0.0

100.0

1932

408,342

804,102

519,345

1,731,789

485,888

390,765

0

876,653

197,443

684

2,308

200,435

206,030

84,947

0

290,977

179,167

73,603

0

252,770

234,890

1,956

0

236,846

0

0

242,178

242,178

0

0

716,974

716,974

比率
23.6

46.4

30.0

55.4

44.6

0.0

98.5

0.3

1.2

70.8

29.2

0。0

70.9

29.1

0.0

99.2

0.8

O.O

0.0

0。0

100.0

0.0

0.0

100.0

1935

322,258

273,304

756,730

793,217

2,145,509

448,060

308,145

458,071

205,509

1,419,785

223,969

45,739

1,855

31,943

303,506

233,356

36,371

85,051

1,113

583,126

206,504

90,094

110,002

6,515

413,115

322,821

29,068

0

15,219

367,108

0

0

0

358,141

358,141

0

470

0

834,539

835,009

比率
15.0

12.7

35.3

37.0

31.6

21.7

32.3

14.5

73.8

15.1

0.6

10.5

40.0

6.2

14.6

0.2

50.0

21.8

26.6

1.6

87.9

7.9

0.0

4.1

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.1

0.0

99.9

1938

179,447

677,702

963,493

692,618

2,513,260

284,165

717,242

588,905

411,436

2,001,748

147,609

188,376

30,149

21,282

387,416

185,269

264,445

ll9,490

0

569,204

144,350

505,043

129,448

6,734

785,575

367,870

342,418

5,396

1,045

716,729

0

390

0

340,416

340,806

496

40,151

0

833,798

874445

比率
7.1

27.0

38.3

27.6

14.2

35.8

29.4

20.6

38.1

48.6

7.8

5.5

32.5

46.5

21.0

0.0

18.4

64.3

16.5

0.9

51.3

47.8

0.8

0.1

0.0

O.1

0.0

99.9

0.1

4.6

0.0

95.4

出典:今 津健治編 『若松港石炭統計(抄)』 より作成。

備考:機 帆船は1935年 から統計上に記載。

に
加
え
て
、

一
九
三
〇
年
代

に
お

い
て
も
次
の
よ
う

コ
ス
ト
が
低

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

重
要
な
輸
送
手
段
で
あ
り
続
け
た
。
こ
う
し
た
要
因

小
型
の
船
舶
が

が
不
十
分
で
帆
船
輸
送
の
方
が
荷
役
を
含
め
た
輸
送

戸
内
海

の
航
海

で
あ

っ
た
た
め
、
ま
た
、
港
湾
整
備

筑
豊
炭

の
仕
向
先

の
関
係
上
、
波

の
穏
や
か
な
瀬

よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

に
中
国

・
四
国
地
方

へ
の
積

出
の
増
大

は
機
帆
船
に

筑
豊
炭

の
輸
送
先
が

一
層
阪
神

以
西
に
集
中
し
、
特

山

口
、
愛
媛
の
四
県
で
あ

る
。

一
九

三
〇
年
代
に
は

ら

れ

る

。

比

率

が

高

ま

っ

て

い

る

の

は

広

島

、

岡

山

、

船
と
被
曳
船

の
利
用
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え

し
続
け
て
い
る
。
先

の
図
表

4
で
み
た
よ
う
に
、
汽

る
積
出
高
全
体
に
占
め
る
比
率
は
三
人
年
ま
で
低
下

区

の
兵
庫
と
大

阪
で
あ
る
。
た
だ
し
、
機
帆
船
に
よ

も

っ
と
も
高

い
の
は
、
や
は
り
最
大
市
場

の
阪
神
地

ア

(上
位

一
〇
県
)
を
掲
げ

た
図
表

5
に
よ
る
と
、

ま
た
、
機
帆
船
に
よ
る
積

出
の
仕
向
地
別

の
シ

ェ

率
が
上
昇
し
て
い
る
。

段

で
あ

っ
た
が
、
機
帆
船

の
普
及
に
よ

っ
て
そ

の
比

り
被
曳
船

の
利
用
率
は
低
く
、
帆
船
が
主
な
輸
送
手

を
窺
わ
せ
る
。
中
国

・
四
国
地
方

で
は
阪
神
地
域

よ

阪
神
以
西

へ
の
輸
送
が
よ
り

一
層
進
ん

で
い
る
こ
と

加
、
神
奈

川
で
は
約

一
六
万
ト

ン
の
減

少
と
な
り
、

25



(単位 トン、%)

1939i比 率

978,179247

879,803222

689,674174

452,89611.4

309,2797.8

263,56516.7

4.5和 歌 山152,3423.8

3.6142,962

62104,6741

1938年 比率 県名

717,242121.Ol兵 庫

677,7021981大 阪

505,043114.8広 島一
100山 口

77岡 山

5.5愛 媛

香川36

宮崎3,1型
86,962,22

1937年 比率 県名

571,11123A兵 庫

543,679222大 阪

289,33911L8・ 広 島

2.31大 分

100.Ol全 体 計3,962,024[100.0

図表5機 帆船の仕向地

342,418159,447165pi」 口

264,445正42,2265.8岡 山

188,376愛媛劃139,6521

125,23515.1和 歌 山1155,036

121,449香川451110,2701

宮崎3.381,2181

77,9762.9[大 分70,608

100.0全 体 計3,415,385

1936年1比 率 県名県名1935年 比率1県 名

478,44825.4兵 庫兵庫

大阪22.3420,5501

198,476i105i広 島

6.5愛 媛122,912旨

121,75516.50」 口

2,444,642

28.2308,115匝
大阪25.0273,304大阪

90,094821広 島広島

60,32615.5・ 和 歌 山和歌山

54,328150愛 女蒙…香川

和歌山5.0塑51,282・1.7[岡 山大分

91,654i4.9E岡 山香川45,73gl4.2愛媛

3.8香 川71,9751大分37,643i3.4宮崎

3.5大 分66,051宮崎37,03813.4高知

3.1宮 崎58,065山口36,37133岡山

100.0全 体計全 体 計1,094,301100.0[全 体 計1,882,710

出典 図表4に 同じ。

な
小
型
船
舶

の
優
位
性
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

汽
船
積

の
場
合
に
は
各
港

の
陸
揚
げ
場
所
が

決
ま

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
帆
船
は
至
る
所

の
貯
炭

場
も
し
く
は
消
費
者
所
在
地
附
近

の

岸
壁
ま

で
運
送
す
る
た
め
、
陸
上
で
の
運
搬

費
が
節
約
さ
れ
た
。
ま
た
、
岸
壁
に
横
付
け

す
る
た
め
に
船
の
監
督
上
で
も
便
利
で
あ

っ

た
と
さ

れ
る
。
さ
ら
に
は
、
汽
船
に
は
発
着

時
間

の
制
限
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
雨
天
時

も
し
く

は
夜
業
の
荷
役
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況

も
あ

っ
た
。

一
方
、
帆
船
に
は
そ
の

制
限
は
な

い
た
め
、
悪
条
件
下
の
荷
役
に
対

す
る
付
加
賃
金
を
要
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ

た
。
ま

た
、
通
常
大
阪
な
ど
の
揚
地
で
は
、

帆
船
が
貯
炭
場
の
代
用
と
し
て
機
能
し
て
い

た
。二

石
炭
回
漕
業
と
そ
の
取
扱
高

(
一
)

回
漕
業
の
生
成

一
八
八
〇
年
代

の
九
州
石
炭
流
通
機
構
の

担
い
手
と
し
て
、
①
三
井
物
産
、
②
安
川
松

本
商
店
な
ど
の
自
己
炭
鉱
の
販
売
組
織
、
③

積
地
石
炭
商
や
揚
地
問
屋
な
ど
、
と
い
っ
た

三

つ
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
買
積
船

が
若
松
港

へ
多
数
入
港
し
、
そ
の
船
主
た
ち
が
需
要
地

(そ
の
多
く
は
塩

田
)
に
て

販
売
活
動
を
行

っ
て
い
た

。
そ
の
石
炭
購
入
の
た
め
に
入
港
し
て
く
る
沖
船

(
　客

船
と
呼
ば
れ
て
い
た
)
に
対
し
て
、
問
屋
と
総
称
さ
れ
た
も
の
が
売
主

の
斡
旋
や
滞

在
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
面
倒
を
み
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
〇
〇
年
前
後
に
な
る
と

筑
豊
地
帯

へ
の
大
手
資
本
進
出
の
本
格
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
大
量
出
炭
、
日
本
石

炭
市
場
で
の
需
要
の
増
加
、
そ
し
て
若
松
港
ま
で
の
鉄
道
網

の
展
開
を
背
景
と
し
て
、

若
松
港
か
ら
さ
ら
な
る
積
出
を
必
要
と
さ
せ
た
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
積
地
問
屋
に

も
変
化
が
生
ま
れ
、
委
託
販
売
も
し
く
は
仲
買
業
を
も
含
め
た
販
売
活
動
を
主
と
す

る
石
炭
問
屋
に
加
え
て
、
運
賃
積
の
船
と
石
炭
荷
主
と
の
仲
介
者
と
な
る
問
屋
が
生

ま
れ
て
く
る

。

一
九
〇
〇
年
代
に
は
、
「荷
主

二
積
船
ヲ
周
旋
シ
被
雇
船

二
荷
物
ノ

媒
介
積
入
ヲ
ナ
シ
其
ノ
船
長

ヨ
リ
手
数
料
ヲ
徴
シ
テ
自
己
ノ
所
得
ト
ナ
ス
」
と
い
う

「積
入
問
屋
」
が
存
在
し
た
。
こ
の
問
屋
は
石
炭
問
屋

の
番
頭
と
呼
ば
れ
る
従
業
員

か
ら
独
立
す
る
こ
と
が
多
く
、
「数
年

の
経
験

ニ
ヨ
リ
テ
其
内
情

ヲ
知
リ
金
融

ノ
遺

繰
算
段
等

二
」
精
通
し
て
い
た
。
仲
介
者
が
存
在

し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
買
積
で
は

な
く
運
賃
に
よ

っ
て
輸
送
に
従
事
す
る
船
主
が
増
え
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ

う
に
、
「積
入
問
屋
」
は
輸
送

の
取
次
ぎ
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
定
義
は
次
節

で
提
示
す
る
が
、
さ
し
当
り
こ
の
問
屋
を
回
漕
業
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
輸
送
を
取
次
ぐ
問
屋

(回
漕
業
者
)
は
、
販
売
を
行
う
問
屋
と
と
も
に
若

松
石
炭
商
同
業
組
合
に
加
盟
し
て
い
た
。

一
九

一
二
年
に
は
組
合
員
数
一
三

七
名
に

対
し
、
石
炭
販
売
専
業
が
五
三
名
、
輸
送
専
業
が
五
名
、
販
売
輸
送
兼
業
が
七
九
名

で
あ

っ
た
。
若
松
港
に
お
い
て
石
炭

の
販
売

(仲
買
)
活
動
を
行
う
場
合
、
そ
の
際

に
輸
送
船
の
確
保
は
必
要
不
可
欠

の
条
件
で
も
あ
る
た
め
、
現
実
に
は
、
石
炭
販
売

と
輸
送
業
務
の
境
界
線
が
極
め
て
不
明
瞭
な
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九
二
五
年

の
資
料
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に
よ
れ
ば
、
二
四
年
末
に
は
炭
鉱
経
営
者
に
し

て
販
売
業
を
行
う
も
の
が
二
二
件
、

帆
船
問
屋

(先

の

「積
入
問
屋
」
と
同
義
)
を
主

と
し
て
売
買
を
兼
ね
る
も
の
七

一
件
、

石
炭
売
買
を
専
業
と
す
る
も
の
が

一
〇
四
件
、

そ
の
他
仲
買
が
多
数
と
い
う
状
況
で

あ

っ
た
。
回
漕
業
者
は
、
常
に
販
売
業
を
兼
ね
な
が
ら
多
数
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。前

述
し
た
よ
う
に
、
収
入
源
は
船
主
か
ら
の
手
数
料
で
あ
り
、
そ
れ
は
石
炭
商
組

合
の
会
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
時
期
に
よ

っ
て
変
動
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

手
数
料

の
変
化
を
す
べ
て
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、

一
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一
九

一
七
年

の
九
月
時
点
で
は
石
炭

一
万
斤
の
運
賃

一
〇
円
未
満
の
場
合
に
は
ト
ン

当
り
五
〇
銭
、

二
〇
円
未
満
は
同
六
〇
銭
、
二
〇
円
以
上
は
運
賃
の
三
分
で
あ

っ
た
。

一
九
二
九
年
時
に
は
地
域
別
に
よ
り
手
数
料

が
決
め
ら
れ
、
若
松
か
ら
大
阪

・
徳

島

・
明
石
ま
で
は
ト
ン
当
た
り

一
〇
銭
、
高
砂

(兵
庫
県
)
以
西
福
山

(広
島
県
)
ま

で
は
同
九

・
五
銭
、
靹

(広
島
県
)
以
西
上
関

(山

口
県
)
ま
で
は
同
九
銭
と
い
っ
た

手
数
料
を
徴
収
し
て
い
た
。

(二
)
回
漕
業
者

の
必
要
性

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
回
漕
業
者
が
必
要

不
可
欠
と
な

っ
た
の
か
。
そ
れ
が
存

在
す
る
最
大
の
要
因
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
小
型
の
帆
船
輸
送
が
多
量
に
の
ぼ

っ

た
こ
と
で
あ
る
。
帆
船

の
船
主
た
ち
は
い
わ
ゆ

る

「
一
杯
船
主
」
が
大
多
数
を
占
め

て
い
た
。

つ
ま
り
船
舶
を
保
有
し
、
船
員
も
家
族
や
親
戚
関
係
者
を
使
用
し
て
み
ず

か
ら
実
運
送
を
行
い
、
傭
船
に
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
積

出
地
に
確
固
た
る
拠
点
を
持
た
ず
、
船
主
た
ち
が
輸
送
力
に
対
す
る
需
要
の
情
報
を

得
る
た
め
に
は
時
間
的
な
問
題
が
発
生
し
、
ま
た
、
運
賃

の
受
け
渡
し
な
ど
煩
雑
な

活
動
に
対
し
て
援
助
が
必
要
と
な
る
。

一
方
で
荷
主
側
か
ら
す
れ
ば
、
群
集
す
る
船

主
の
中
か
ら
信
頼
あ
る
も
の
を
選
択
す
る
た
め
に
は
保
証
を
与
え
る
も
の
が
必
要
と

な
る
。
加
え
て
、
石
炭
荷
主

の
輸
送
計
画
は
、
船
の
確
保
が
決
定
す
る
見
込
み
が
立

た
な
け
れ
ば
、
積
出
ま
で
の
準
備
が
進
ま
な

い
と
い
う
問
題
点
が
あ

っ
た
。
貯
炭
費

の
削
減
の
た
め
に
も
、
石
炭
の
若
松
到
着
と
船
舶

へ
の
積
入
作
業
に
時
間
的
な
隔
た

り
が
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
船
主
は
輸
送
力
需
要
の
、
荷
主
は
輸

送
力
供
給

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
両
者
の
輸
送
計
画
の
円
滑
化
に
は
重
要
で
あ
り
、

そ
の
情
報
の
集
約
点
と
し
て
回
漕
業
者
が
必
要
不
可
欠
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

図
表
6
で

一
九

一
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
荷
主

の
回
漕
業
者
を
利
用
す
る
頻
度
を

確
認
し
て
お
く
。
回
漕
比
率
と
は
、
全
積
出
高
の
う
ち
回
漕
業
者

へ
輸
送
作
業
を
委

託
し
た
数
量
の
比
率
で
あ
る
。
ま
た
、
門
司
送
り
帆
船
と
は
港
内
輸
送
の
た
め
の
艀

船
を
指
す
。
三
井
、
三
菱
、
古
河
は
汽
船
に
よ
る
送
炭
と
門
司
行
き
の
送
炭
量
が
多

い
。
安
川
、
住
友
、
佐
藤
商
店
は
そ
の
他
帆
船
行
き
が
多

い
。
古
河
を
例
外
と
し
て
、

門
司

へ
の
艀
に
よ
る
輸
送
や
汽
船
に
よ
る
輸
送
が
多
い
三
井
、
三
菱
の
回
漕
業
者
を

利
用
す
る
比
率
が
低
く
、
帆
船
が
多
い
安
川
な
ど
に
は
そ
れ
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ

と
は
、
二

杯
船
主
」
が
大
多
数
で
あ

っ
た
帆
船
を
使
用
す
る
に
は
、
回
漕
業
者
の
仲

介
機
能
が
必
要
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
汽
船
は
荷
主
自
ら
保
有
も
し
く
は
傭
船
契
約
を
結
ぶ
場
合
が

一
般
的

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
艀
船
に

つ
い
て
は
、
「社
船
」
の
場
合
と

「定
約
船
」
と
し

て
所
属
す
る
も
の
、
そ
し
て

「傭
船
」
の
形
態
が
あ

っ
た
。

こ
こ
で
い
う
艀

の

「傭

船
」
と
は
、

一
航
海
ご
と
に
荷
主

の
輸
送
を
引
き
受
け
る
契
約

で
あ
り
、
汽
船
な
ど

の
傭
船
契
約
と
は
や
や
異
な
る
。
艀

の

「傭
船
」
の
場
合
に
は
、
船
主
は
そ
の
都
度

荷
主
か
ら
輸
送
需
要
を
得
て
、
輸
送
力
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
を
回

漕
業
者
が
仲
介
す
る
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
小
型
船
の
保
有
状
況

か
ら
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、
大
手
の
荷
主
は
自
社
で
艀
を
保
有
も
し
く
は
所
属
船
と
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図表6主 要石炭取扱者の送炭先(1912～1914年) (単位:ト ン、%)

三菱

三井

安川

古河

住友

佐藤

雑

送炭汽船
焚料供給

門司送帆船
その他帆船

回漕比率
送炭汽船

焚料供給
門司送帆船

その他帆船
回漕比率

送炭汽船
焚料供給

門司送帆船
その他帆船

回漕比率
送炭汽船

焚料供給
門司送帆船
その他帆船

回漕比率

送炭汽船
焚料供給

門司送帆船
その他帆船
回漕比率

送炭汽船

焚料供給
門司送帆船
その他帆船

回漕比率
送炭汽船

焚料供給

門司送帆船
その他帆船

1912年

隻数
253

248

3,501

2,164

431

377

3,378

2,566

111

22

993

1,417

64

59

1,084

877

30

0

180

742

76

14

630

1,098

251

207

4,816

7,458

積出高
376,775

32,471

305,034

285,287

699,164

40,194

334,669

325,331

121,168

1,638

80,357

182,709

97,295

8,547

71,318

113,670

21,521

0

11,702

108,168

63,210

1,232

42,562

126,002

179,469

23,314

302,031

612,109

37.7

3.2

30.5

28.5

18.1

50.0

2.9

23。9

23.2

16.7

31.4

0.4

20.8

47.3

44.3

33.5

2.9

24.5

39.1

36.1

15.2

0.0

8.3

76.5

68.0

27.1

0.5

18.3

54.1

50.3

16.1

2.1

27.0

54.8

1913年

隻数
238

188

2,744

2,443

460

403

4,415

3,716

95

53

851

1,604

125

97

1,166

1,007

75

32

96

542

75

6

233

930

225

288

6,714

8,180

積出高
369,343

32,432

247,813

379,119

706,485

46,089

411,264

506,429

115,024

3,429

66,781

195,733

184,306

13,245

80,908

144,471

47,801

462

2,676

86,333

61,511

846

7,699

120,756

257,939

31,262

465,078

642,053

35.9

3.2

24.1

36.9

18.5

42.3

2.8

24.6

30.3

21.0

30.2

0.9

17.5

51.4

44.1

43.6

3.1

19.1

34.2

27.9

34.8

0.3

1.9

62.9

49.6

32.2

0.4

4.0

63.3

58.7

18.5

2.2

33.3

46.0

1914年

隻数
225

180

4,826

3,611

485

410

6,293

6,704

133

64

2,074

2,ll8

209

131

759

2,004

147

82

64

863

76

0

68

1,286

317

422

9,195

9,086

積出高
380,262

38,582

450,454

574,551

831,978

57,524

598,927

799,066

146,758

4,919

162,484

276,303

336,094

16,837

63,819

264,415

68,940

1,347

4,803

129,449

70,536

0

5,015

142,214

259,997

50,698

625,836

784,515

26.3

2.7

31.2

39.8

21.9

36.4

2。5

26.2

34.9

23.7

24.9

0.8

27.5

46.8

45.6

49.3

2.5

9.4

38.8

33.0

33.7

0.7

2.3

63.3

53.8

32.4

0.0

2.3

65.3

58.1

15.1

2.9

36.4

45.6

出典:明 治45年2月 ～大正3年12月 『三菱合資会社月報』(東 京大学経済学部図書館所蔵)、 『若松港石炭集

散統計表』(北 九州市立若松図書館所蔵)よ り作成。

備考:1912年 は2月 、4～9.月、11月 の合計。1913年 は1月 、5～7月 、9～12月 の合計。

ど
輸
送
作
業
を
委
託
し
て
い
な
か

っ
た
と

い
え
る
。

の
石
炭
荷
主
が
輸
送
を
行
う
場
合
に
は
、
ほ
と
ん

取
扱
高
/
全
積
出
高
)
は
二
割
台
で
、

こ
の
時
期

だ
し
、

一
九
〇
〇
年
代

の
回
漕
比
率

(
　
全
回
漕

ぼ
毎
年

一
〇
万
ト
ン
程
度
増
え
続
け
て
い
る
。
た

一
九

一
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
回
漕
取
扱
高
は
ほ

て

い

こ

う
。

踏
ま
え
て
、
以
下
で
そ
の
推
移

(図
表
7
)
を
み

扱
高
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を

企
業
の
中
に
も
、
時
期
に
よ

っ
て
は
こ
の
回
漕
取

兼
業
す
る
場
合
が

一
般
的
で
あ
り
、
筑
豊
の
炭
鉱

よ
う
に
、
石
炭
販
売
を
行
う
問
屋
と
回
漕
業
者
は

と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た

べ
て
が
仲
介
者
と
し
て
の
回
漕
業
者

で
は
な
い
こ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
回
漕
取
扱
を
行

っ
た
商
店
す

主
が
輸
送
作
業
を
委
託
し
た
量
が
記
録
さ
れ
て
い

た
数
量

で
あ

る

「回
漕
取
扱
高
」
、

つ
ま
り
、
荷

漕
業
者
が
荷
主
か
ら
委
託
を
受
け
て
積
出
を
行

っ

表
』
で
は
荷
主
の

「積
出
高
」
と
あ
わ
せ
て
、
回

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
若
松
港
石
炭
集
散
統
計

次
に
、
全
回
漕
業
者

の
取
扱
高

の
推
移
を
追

っ

(三
)
回
漕
取
扱
高
の
推
移

し
て
扱
う
場
合
が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
。
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若松港積出炭中回漕店取扱高(単 位:トン、%)図表7

回漕比率積出炭高回漕取扱高年

22.24,534,3961,005,4301906年

21.65,125,4451,107,5091907

22.65,504,3601,241,9821908

25.75,273,7191,355,0991909

25.55,516,3861,406,8511910

25.76,260,7771,607,6861911

25.77,053,6351,811,1501912

25.57,684,5521,959,4091913

28.27,203,8242,028,3551914

32.86,605,2812,163,5481915

33.87,237,1252,446,7561916

35.57,580,6472,693,7371917

38.77,529,3572,912,5571918

42.47,856,0003,334,1481919

42.77,242,2463,091,2371920

37.37,380,6982,754,8231921

38.47,560,2612,900,4501922

38.97,592,6102,953,8421923

36.78,173,4132,997,4161924

32.08,406,5982,694,0591925

33.68,660,4932,905,8351926

31.39,520,8882,978,8611927

33.58,135,4312,723,7191928

32.58,392,8052,728,4451929

32.47,644,1322,475,8161930

38.06,498,7562,470,8791931

38.77,097,0462,744,8281932

41.28,403,4403,461,9261933

44.49,010,4363,997,7201934

47.29,395,8344,435,4371935

50.410,552,9595,315,1841936

51.810,874,6365,630,6291937

54.811,703,3806,412,6021938

54.312,485,6506,778,1871939

1906年 ～09年 までは今津健治編 『若松港石炭統

計(抄)』 、それ以降は 『若松港石炭集散統計年

表』より作成。

1918年 からの積出高は鉄道省納炭を含めたもの。

出典

備考

し
か
し
、
若
松
か
ら
の
主
な
仕
向
先
が
門
司
か
ら
国
内
行
き

へ
と
逆
転
し
た

一
九
〇

八
～
〇
九
年
、
そ
し
て
門
司
行
き
が
急
激
に
減
少
し
た

一
九

一
四
～

一
五
年
に
か
け

て
回
漕
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
比
率
は
伸
び
続
け
て

一
九

一
九
年
、
二

〇
年
に
四
割
を
超
え
て
い
く
。
帆
船
に
よ
る
国
内
行
き
の
輸
送
需
要
の
増
大
、
国
外

汽
船
輸
送

(輸
出
)
の
減
少
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
海
運
界
の
好
況
に
よ

っ
て
船
舶

が
逼
迫
し
た
こ
と
も
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
海
運
界
好
況
に
よ
り

傭
船
料
や
運
賃
が
高
騰
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

一
九

一
五
年
に
お
け
る

若
松
大
阪
間
の
帆
船
運
賃
は
ト
ン
あ
た
り
最
低

一
・
一
七
円
、
最
高

一
・
四
八
円
で

あ

っ
た
の
が
、
そ
れ
以
後
上
昇
し
、

一
九
二
〇
年
に
は
同
区
間
最
低
が
二

・
七
〇
円
、

(働

 最
高
が
五

・
三
〇
円
と
な

っ
た
。
帆
船

の
確
保

が
困
難
と
な

っ
た
荷
主
に
と

っ
て
、

そ
れ
を
専
門
的
に
担
う
回
漕

業
者
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
る

状
況
を
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
、
海
運
界
の
好

況
が
落
ち
着
い
た
そ
の
後

の

一
九
二
〇
年
代

の
回
漕
比
率

は
お
よ
そ
三
割
ま
で
低
下
す

る
。
被
曳
船
と
い
う
小

口
輸

送

の
利
用
が
広
ま

っ
て
い
た

時
期

で
は
あ
る
が
、
先
に
見

た
よ
う
に
、
大
手
の
自
社
船

団
輸

送
が
多
か

っ
た
た
め
、

回
漕

比
率
を
上

昇
さ
せ
な

か
っ
た
。
し
か
し
昭
和
恐
慌

期
を
経
て
、

一
九
三

一
年
か
ら
再
び
上
昇
を
は
じ
め
、
三
十
年
代
後
半
に
は
五
割
を

超
え
る
比
率
と
な

っ
た
。

で
は
こ
の
時
期
に
比
率
が
上
昇
し
た
要
因
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。

基
本
的
に
は
三

一
年
以
後
、
積
出
高
が
増
加
を
見
せ
は
じ
め
、
三
四
年
に
は
九
〇
〇

万
ト
ン
を
越
え
、
そ
し
て
三
八
年
に
は
約

一
、
二
〇
〇
万
ト

ン
と
な

っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
輸
送
需
要
自
体
が
増
え
、
荷
主
が
輸
送
作
業
を
す
べ
て
自
ら

行
う
こ
と
は
困
難
に
な

っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に

付
随
す
る
要
因
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

第

一
に
大
手
石
炭
荷
主
の
自
社
船
払
い
下
げ
、
第
二
に
帆
船

の
機
帆
船
化
、
第
三

に
合
理
化
推
進
と

い
う
社
会
状
況
の
三
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
を
受
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け
た
運
賃
の
低
下
に
よ

っ
て
、
三
井

・
三
菱
の
大
手
筋
は
自
社
船
に
よ
る
輸
送
は
不

利
益
と
み
て
、
曳
船
及
び
被
曳
船
の
整
理
を
行

っ
た
。
三
菱
鉱
業
で
は

一
九
三
〇
年

か
ら
三

一
年
に
か
け
て
、
所
有
艀
四
七
隻
、
被
曳
船
三
四
隻
、
帆
船
三
九
隻
、
小
蒸

気
船

一
隻
、
曳
船
汽
船

一
隻
、
合
計

一
二
二
隻
を
売
却
し
た
。
三
菱

の
被
曳
船
、
菱

丸
は
船
長
に
払

い
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
船
長
は
丸
菱
運
送
株
式
会
社
を
設
立

し
た
。
三
井
物
産
も
輸
送
お
よ
び
荷
役
の
会
社
と
し
て
、

一
九
二
九
年
に
三
洞
運
輸

株
式
会
社
と
い
う
別
会
社
を
全
額
出
資
で
組
織
し
、
回
漕
業
を
専
門
的
に
行
わ
せ
る

方
向

へ
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
輸
送
需
要
が
増
加
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
帆
船
運
賃
は

そ
れ
ほ
ど
高
騰
し
な
か

っ
た
。
大
戦
ブ
ー
ム
期
後
の
二
三
年
に
は
若
松
大
阪
間
が
ト

ン
あ
た
り
最
低
三
円
、
最
高
三

・
九
五
円
、
以
下
同
様
に
、
二
六
年
は
二

二
二
〇
円

か
ら
三

・
三
五
円
で
あ
り
、
恐
慌

の
波
を
う
け
た
三
〇
年
に

一
・
六
〇
円
か
ら
二

・

五
五
円
と
下
落
し
た
。
そ
の
後

の
運
賃
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
三
五
年
は

一
・
人

○
円
か
ら
二

・
七
八
円
で
あ

っ
た
。
よ
う
や
く
、
三
八
年
に
二

・
九
七
円
か
ら
三

・

四
六
円
と
二
〇
年
代

の
水
準
と
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
輸
送
費

の
観
点
か
ら
は
、
荷

主
に
と

っ
て
船
を
所
有
す
る
必
要
性
は
小
さ
か

っ
た
と
い
え
る
。

第
二
点
目
は
、
機
帆
船
化
に
よ

っ
て
常
に
荷

主
が
船
舶
を
確
保
し
て
お
く
必
要
性

が
薄
ま
り

つ
つ
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
機
帆
船
は
帆
船
と
比

べ
て
航
海
能
力
が
高
ま
り
、
帆
船

の
若
松
阪
神

間

一
ヶ
月

一
回
、
年
間
平
均
八
、
九

回
に
対
し
て
機
帆
船
は
月
四
、
五
回
と
な

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
荷
主
は
、
輸
送
計
画

を
あ
る
程
度
立
て
る
こ
と
が
容
易
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
輸
送
頻
度

が
増
加
し
た
た
め
、
そ
れ
ら

「
一
杯
船
主
」
の
情
報
を
確
保
し
て
い
る
回
漕
店
に
輸

送
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
と
い
え
る
。

第
三
点
目
は
荷
主
の
輸
送
計
画
に
関
わ
る
も

の
と
し
て
、
合
理
化
の
推
進
と
い
う

社
会
状
況
が
こ
の
時
期
に
み
ら
れ
た

こ
と
で
あ

る
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
機
械

設
備
の
増
強
に
よ
る
荷
役
の
合
理
化
に
向
け
て
、
特
に
鉄
道
省
関
係
者
、
石
炭
商
の

組
合
が
石
炭
積
出
お
よ
び
輸
送
に
関
し
て
調
査
研
究
を
す
す
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ

れ
は
実
現
し
な
か

っ
た
が
、

一
九
三
二
年
の

一
月
に
大
手
筋
合
同
に
よ
る
荷
役
合
理

化
の
動
き
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
は
三
菱
、
貝
島
、
安
川
、
麻
生
、
古
河
の
五
社
間
で

炭
質
の
統

一
化
、
そ
し
て
若
松
と
唐
津

の
積
込
設
備

の
共
同
利
用
が
考
究
さ
れ
て
い

た
。

こ
の
よ
う
に
積
出
に
関
わ
る
合
理
化
、

コ
ス
ト
削
減
と
い
う
意
識
が
社
会
に
広

ま
り

つ
つ
あ

っ
た
。
荷
役

の
効
率
化
の
た
め
に
は
、
積
出
作
業
が
滞
る
こ
と
な
く
行

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
輸
送
船
舶
に
積
込
を
す
る
そ
の
時
、
そ
の
必

要
な
船

(隻
数
)
を
適
宜
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
時
期
の
大
手
荷
主
で
あ

っ
た
麻
生
商
店
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
大
手
荷
主

は
荷
役

の
渋
滞
に
対
し
て

「各
店
は
豫
備
船
を
最
小
限
度
に
制
限
し
必
要
に
応

じ
引

き
よ
せ
る
事
」
を
対
策
と
し
て
あ
げ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
石
炭
荷
主
は
所
属
の
船

を
極
力
少
な
く
維
持
し
、
港
内
に
停
泊
す
る
自
社
炭
の
積
掛
船
を
少
な
く
す
る
こ
と
、

そ
れ
に
よ

っ
て
迅
速
な
荷
役
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
図

っ
た
。
そ
こ
で
、
輸
送
力
を

蝋
力
的
に
供
給
し
う
る
回
漕
業
者
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
経
路
が
筑
豊
炭
海
上
輸
送
に

と

っ
て
重
要
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三

若
松
に
お
け
る
回
漕
業
者
の
形
態
と
業
者
の
変
遷

(
一
)
回
漕
業
者
と
石
炭
販
売
業
者

こ
れ
ま
で
は
、
若
松
港
に
お
け
る
回
漕
取
扱
高

の
推
移
を
概
観
し
て
き
た
。
次
に

問
題
と
な
る
の
は
、

こ
の
担
い
手
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
業
者
で
あ

っ
た
の
か

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
若
松
港
に
お
い
て
、
石
炭
販
売
業
者
と
回
漕
業
者
が
不
明
確

で
特
定
し
難
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
回
漕
取
扱
高
に
統
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計
上
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
若
松

の
石
炭
回
漕
業
者
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
射
程
で
あ
る
、
輸
送
業
務
を
専
門
的
に
担

っ
て
い
た
回
漕

業
者

の
歴
史
的
展
開
を
示
す
た
め
に
は
、
ま
ず

そ
れ
ら
業
者

の
性
格
を
把
握
し
、
あ

る
程
度
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

こ
の
記
載
商
店
に

つ
い

て
、
輸
送
業
務
を
行

い
な
が
ら
も
石
炭
の
販
売

活
動
を
主
と
す
る
も
の

(
「石
炭
販

売
兼
業

の
形
態
」
)
と
輸
送
業
務
を
専
業
と
す
る
も
の

(
「回
漕
専
門
の
形
態
」)
に
大

別
す
る
こ
と
に
し
、
後
者
を
中
心
に
し
て
検
討

を
進
め
る
。

ま
ず
、
前
者
の

「石
炭
販
売
兼
業

の
形
態
」

に

つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
こ
の
業
者

を
総
称
す
る
な
ら
ば
石
炭
商
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
中
で
も
様

々
に
分
類

さ
れ
る
業
態
が
存
在
す
る
。
大
ま
か
に
は
①
中

小
石
炭
商
、
②
炭
鉱

の
販
売
組
織
、

③
汽
船
海
運
業
を
担
い
う
る
会
社
、
④
商
事
会
社
な
ど
そ
の
他
諸
会
社
と
四
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
明
確
に
区
分
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
以
下

で
は
そ
の
分
類
に
は
触
れ
ず
、
こ
の

「石
炭
販
売
兼
業

の
形
態
」
を
ど
の
よ
う
な
境

界
線
で
も

っ
て
、
「回
漕
専
門
の
形
態
」
と
区
別
す
る
の
か
に

つ
い
て
説
明
を
付
け
加

え
て
お
く
。
石
炭
売
買
に
関
わ

っ
た
量
で
あ
る

「積
出
高
」
と
輸
送
を
行

っ
た
量
で

あ
る

「
回
漕
取
扱
高
」
を
合
計
し
、
そ
の
合
計
を

一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
ど
ち
ら

の

取
扱
が
そ
の
商
店
に
と

っ
て
比
率
が
大
き

い
の
か
を
判
断
し
た
。
そ
こ
で

「回
漕
専

門
の
形
態
」
の
場
合
に
は
、
回
漕
取
扱
高

の
比
率
が
全
取
扱
高
の
七
割
以
上
で
あ
る

こ
と
を
条
件
と
し
た
。
こ
の
境
界
線
が
妥
当
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な

っ
て
く
る
が
、

以
上
の
二
つ
の
形
態
に
振
り
分
け
た
図
表
8
に
よ
る
と
、
B
の

「
石
炭
販
売
兼
業
の

形
態
」
に
分
類
さ
れ
た
業
者
の
回
漕
取
扱
は
、

全
回
漕
取
扱
高

の
な
か
で
お
よ
そ

一

割
未
満

(合
計
四
ヵ
年
を
除
い
て
七
%
台
以
下
)
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
、
こ
の
方
法

で
は
形
態
が
移
動
す
る
ケ
ー

ス
、
特
に
中
小
石
炭
商
の
取
扱
が
変
化
す
る
場
合
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
前
後
年

の
取
扱
高

に
も
注
意
を
払

っ
て
形
態
を
決
定
し
、

そ
こ
で
は
形
態
間
に
急
激
な
移
動
は
み
ら
れ
な

い
の
で
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
形

態
区
分
を
八
割
で
み
た
場
合
に
も
、
二

つ
の
形
態
数
に
そ
れ
ほ
ど
変
化
は
み
ら
れ
な

い
た
め
、
基
準
を
よ
り
広
く
設
定
し
た
。

次
に
、
「回
漕
専
門
の
形
態
」
に
区
分
さ
れ
た
業
者
、

つ
ま
り
回
漕
業
者
の
定
義
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。
そ
も
そ
も
回
漕
業
と
い
う
の
は
兼
業
の
形
態
で
あ
る
の
が

一
般

的
で
、
海
運
関
係
業
者
と
し
て
境
界
線
が
極
め
て
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
。
若
松
港

に
お
け
る
回
漕
業
に
関
し
て
は
、
内
務
省
下
関
土
木
出
張
所
編

『若
松
港
を
繞

る
石

炭
事
情
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
以
下
の
定
義
が
あ
る
。
回
漕
業
と
は

「荷
主
と
船

主

(或
は
船
長
)
と
の
中
間
に
立
ち
て
両
者
に
取
引
契
約
の
機
を
與

へ
、
以
て
両
者

需
給
の
円
滑
を
図
る
た
め
の
仲
介
業
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
前
節

の

「積
入

問
屋
」
と
同
様

の
機
能
を
説
明
し
、
回
漕
業
を
狭
義
に
促
え
た
も
の
で
あ
り
、
荷
主

か
ら
ど
の
よ
う
な
形
で
輸
送

(輸
送
力
の
確
保
)
の
委
託
を
う
け
る
の
か
と
い
う
点

に

つ
い
て
説
明
が
不
足
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
よ
り
厳
密
に
定
義
す
る
た
め
に
、

一
九
三
九
年
の

『
海
運
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
依
拠
す
る
。
そ
こ
で
は
、

一

般
に
回
漕
業
と
は

「自
ら
船
舶
を
所
有
せ
ず
、
他
人
の
船
舶
を
以
て
、
委
託
者
の
た

め
、
自
己
又
は
其
者

の
名
に
於
て
、
物
品
の
海
上
運
送
の
取
扱

ひ
を
な
す
を
業
と
す

る
も
の
」
の
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
自
ら
の
名
で
こ
れ
を
行
う
場
合
に
は
、
「イ
、
自

己
の
計
算
に
於
て
な
す
も
の

ロ
、
委
託
者

の
計
算
に
於
て
な
す
も
の
」
が
あ
る
。

そ
の
イ
の
業
態
は

「自
ら
船
舶
を
所
有
、
又
は
傭
船
し
て
自
己
の
名
と
計
算
に
て
之

を
な
す
な
ら
ば
、
所
謂
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
る
形
態
を
と
る
事
」
に
な
る
。

つ
ま
り
、

傭
船
契
約
を
結
ん
で
輸
送
力
を
保
有
し

つ
つ
、
時
と
し
て
自
社
船
を
持

つ
運
航
業
者

と
い
う
性
格
の
業
態
と
な
る
。

ロ
は

「自
己
の
名
を
以
て
物
品
運
送

の
取
次
」
を
行

う
、

つ
ま
り
は
当
該
期
に
お
け
る
商
法
上
の
運
送
取
扱
人
に
あ
た
る
。
ま
た
、
委
託

者
で
あ
る
荷
主
の
名
前
に
お
い
て
、
海
上
運
送
の
取
扱
を
行
う
の
が

「代
理
商
」
と

「
31
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者
と
し
て
の
も
の
を

「オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
回
漕
業
者
」
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
に

し
、
「代
理
商
」
を
含
め
た
三

つ
を
総
称
す
る
場
合
に
回
漕
業
者
と
す
る
。
整
理
す
る

以
上
の
考
察
を
う
け
て
、
本
稿

で
は
こ
の
運
送
取
扱
人
を

「回
漕
店
」
、
運
航
業

呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

図表8「 回漕店別取扱高」記載商店の形態 (単 位:軒 、%)

年
1910

1911

1912

1913

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

店数
99

87

81

83

77

69

84

98

110

115

127

93

114

95

99

89

89

73

79

74

76

78

76

91

103

118

120

126

134

147

A

60

52

50

55

53

52

57

64

66

63

54

58

58

56

55

50

57

57

57

60

58

73

85

95

96

98

103

116

B

39

35

31

28

24

17

27

34

44

52

60

37

41

33

34

23

22

17

19

18

18

18

18

23

24

28

31

31

Bの 取扱

7.6

7.3

6.2

6.3

5.2

3.4

6.2

7.4

17.0

20.0

6

2.8

4.3

5.2

10.6

9.3

5.9

5.6

6.3

6.9

5.7

5.7

4.7

5.6

4.8

6.2

5.3

4.8

形態変化(A→B)

1

1

2

3

4

1

形態変化(B→A)

1

2

1

1

3

1

1

2

1

1

1

1

1

ま

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
う
る
。
実
際
に
は
、
そ
れ
以
前

の

一
九
〇
七
年
の
時
点
で

の
形
態
の
商
店
に
よ

っ
て
、

こ
の
ブ
ー
ム
期
に
回
漕
業
者
た
ち

の
競
争
意
識
が
高

輸
送
の
引
受
を
行

っ
て
い
た
に
す
ぎ
な

い
。

こ
の
ス
ポ

ッ
ト
的
に
参
入
し
て
く
る
B

の
形
態
は

一
部
を
除
い
て
毎
年
記
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
期
に
よ

っ
て

の
形
態
の
六
三
店
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
。
し
か
も
、

B

出典:『 若松港石炭集散統計表』より作成。

備考:(A)「 回漕専門の形態」(B)「 石炭販売兼業の形態」

(A)は 回漕取扱 高と積 出炭(売 買の取扱高)の 合計を100とした場合の比率で回

漕取扱高が7割 以上の場合。

(B)は7割 未満の場合。

注1:Bの 取扱とは全回漕取扱高のうち(B)の 形 態が取り扱った数量の比率を指す。

注2:1920、21年 は合同会社設立のため、取扱推移が急激に変化するので判断を避けた。

注3:継 続していた形態が1、2年 のみ変化する場合は前後年の推移に従って分類する。

(記載開始時点と消滅時点の年度に多いが、2年 の変化は前後年を確認する。)

注4:形 態 間の移動が激しいものはその時点の比率に関わらず(B)に 分類した。

注5:空 白は形態変化なしをあらわす。

も
に
増
加
を
示
し
て
お
り
、

一
九
年
に
は
五
二
店
と
A

た

い
。

一
方

で

、

B

の
形

態

の
商

店

数

は

ブ

ー

ム

と

と

は
こ
の
期
間
に
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
と
は
言
い
が

九

年

に

は

一

一
五

店

と

な

っ
た

。

し

か

し

、

A

の

形

態

昇
し
た
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
そ
の
数
を
伸
ば
し
て

一
九

一

の
動
向
を
み
て
い
く
。
全
体
の
数
は
、
回
漕
比
率
の
上

門
の
形
態
」
・
B

「
石
炭
販
売
兼
業
の
形
態
」
の
商
店
数

図
表
8
に
よ

っ
て
記
載
商
店
数
お
よ
び
A

「回
漕
専

(二
)
記
載
商
店
数
の
変
遷

者
を
指
す
。

松
に
も
拠
点
を
持
ち
、
筑
豊
炭
輸
送
に
も
従
事
す
る
業

地
を
置

い
て
荷
役
業
や
艀
運
送
業
を
行
う
も
の
で
、
若

者
」
を
別
分
類
に
し
て
お
く
。

こ
れ
は
他
地
域
に
本
拠

同
様

の
性
格
で
は
あ
る
が
、
「他
地
域

の
港
湾
運
送
業

目
的
と
し
て
い
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
回
漕
業
者
と

者
は
、
主
な
収
入
源
と
し
て
運
賃
を
受
け
取
る
こ
と
を

取
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
i
的
な
回
漕
業

と
、
回
漕
店
は
船
主
の
運
賃
か
ら
手
数
料
収
入
を
受
け

32



「回
漕
業
者
所
謂
客
船
問
屋
の
積
入
及
買
積
手
数
料
は
従
来
組
合
定
款
を
以
て

一
定

せ
ら
れ
居
り
し
も
自
然
競
争

の
結
果
手
数
料
を
軽
減
し
船
舶
の
懐
柔
を
圖
り
た
る
結

果
手
数
料

の

一
定
を
欠
き
頗
る
素
乱
を
極
め
」

る
と

い
う
状
況
が
生
じ
て
い
る
よ
う

に
、
す
で
に

一
九
〇
〇
年
代
末
に
は
若
松
回
漕
店
間

の
競
争
が
激
し
か

っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
「各
問
屋
合
同
し

一
定
率

の
手
数
料
を
収
積
し
最
近

の
営
業
成
績
に
依

り
株
式
的
に
之
を
配
當
せ
ん
」
と
い
う
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、
合
意
に
達
す
る
こ
と

が
難
し
く
、

こ
の
時
期
に
は
実
現
し
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、

一
九

一
九
年
に
厳
し
い

競
争
状
態
を
緩
和
す
る
た
め
、
合
同
会
社

の
気
運
が
再
び
盛
り
上
が

っ
た
。

一
九
年

末

に
は

「過
般
來
唱
道
せ
ら
れ
居
り
し
若
松
海

運
業
者
合
同
問
題
は
其
後
機
運
熟

し
」
つ
つ
あ
り
、
「若
松
海
運
界
の
便
益
は
頗
る
大
な
る
べ
く
合
同
に
加
入
す
べ
き
同

業
者
は
六
十
豫
名
に
達
す
べ
し
」
と
い
う
同
業
者
間

の
合
意
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
の

ブ
ー
ム
期
に
競
争
が
再
び
激
し
く
な

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
翌

二
〇
年
二
月
二
〇
日
に
若
松
帆
船
運
輸
株
式
会
社

(以
後
若
松
帆
船
と
す
る
)
と
し

て
創
立
総
会
が
開
か
れ
、
「資
本
金
二
十
萬
圓

(四
分
の

一
梯
込
)
を
以
て
廻
漕
業
造

船
業
曳
船
業
石
炭
材
木
費
買
業
船
舶
需
用
品
販
費
業
等

の
営
業
を
な
す
」
こ
と
と
さ

れ
た
。

一
九
二
〇
、
二

一
年
の
二
ヵ
年
は
こ
の
合
同
会
社
設
立
に
よ

っ
て
、
連
年
の
取
扱

高
推
移
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
る
。
若
松
帆
船
に
参
加
し
た
商
店
は
そ
の
年
度
の

取
扱
高
が
急
激
に
減
少
す
る
が
、
そ
の
会
社
に
参
加
し
た
影
響
で
あ
る
か
ど
う
か
断

定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
本
稿
で
は
統
計

の
取
扱
高
か
ら
判
断
す
る
た
め
、
二
つ

の
形
態

へ
区
分
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
若
松
帆
船
の
取
扱
高
は
、
設
立
当
初
の

一
九

●

二
〇
年
に
は
約

=
二
〇
万
ト

ン
で
全
体
の
約
四
三
%
と
圧
倒
的
な
シ

ェ
ア
を
占
め
た
。

し
か
し
図
表
8
の
商
店
数
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
若
松
帆
船

の
設
立
後
に
も
か
か
わ

ら
ず

A
の
形
態
は
五
〇
店
以
上
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、
若
松
帆
船

の
取
扱
高

の
シ
ェ
ア

は
、

一
九
二
六
年
に
お
よ
そ
二
五
%
、
三
〇
年
に

一
九
%
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
低
下

し
続
け
た
。

こ
れ
ら
は
、
設
立
時
に
有
力
な
商
店
の
い
く

つ
か
が
不
参
加
で
あ

っ
た

こ
と
、
そ
し
て
回
漕
店
と

い
う
業
種

へ
の
参
入
障
壁
が
極
め
て
低
い
こ
と
か
ら
く
る

も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
二
〇
年
代
は
被
曳
船
に
よ
る
自
社
船
輸
送
が
広
く

利
用
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
B
の
形
態
数
も
こ
の
設
立
間
も
な
い
時
期
に
は

多

い
傾
向
に
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
若
松
帆
船
は
取
扱
高

の
シ

ェ
ア
を
低
下
さ
せ

つ
つ

も
、
最
大
の
取
扱
業
者
に
常
に
位
置
し
、
若
松
港
に
お
け
る
小
船
輸
送
に
関
す
る
問

題
に
対
し
て
影
響
力
を
持
ち
続
け
た

。

そ
の
後
、
不
況
に
と
も
な

っ
て
全
体
数
が
減
少
し
、
な
か
で
も
A
の
形
態
が
同
水

準
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
B
の
形
態
数
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

一
九
三

一
年
か
ら
の
回
漕
比
率
の
上
昇
と
と
も
に
全
体
数
は
著
し
い
増
加
を
見
せ
、
三
九
年

に
は

一
四
七
店
に
の
ぼ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
と
は
異
な
る
状
況
が
窺

え
る
。
す
な
わ
ち
、
積
出
高

・
回
漕
取
扱
高
が
と
も
に
増
加
を
見
せ
始
め
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
B
の
形
態
数
は
さ
ほ
ど
の
変
化
を
見
せ
ず
、
他
方
で
A
の
形
態
が
増
加
し

て

一
〇
〇
店
を
越
え
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
石
炭
売
買
関
係
者
に
よ
る
輸
送
の
引

き
受
け
で
は
な
く
、
専
門
的
に
輸
送
力
を
確
保
す
る
回
漕
業
者
が
多
数
存
在
し
、
そ

の
機
能
が
重
要
に
な

っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(三
)
回
漕
業
者

の
変
遷

最
後
に
、
A
の

「回
漕
専
門
の
形
態
」
に
分
類
さ
れ
た
、
厳
密
な
意
味
で
の
回
漕

業
者

に
対
し
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。
そ
の
際

に
は
、
回
漕
店
お
よ
び
オ
ペ
レ
ー

タ
i
的
な
回
漕
業
者
、
他
地
域
の
港
湾
運
送
業
者
と
い
う
三

つ
の
性
格
に
注
意
を
払

い
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
図
表

9
は
、
回
漕
業
者
の
う
ち
取
扱
高
上
位
商
店

の
推
移
、
図
表
10
は

一
九

一
一
、

一
九
、
三
七
年
時
点
で
の
全
回
漕
業
者
の
所
有
船

一33一



舶
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
図
表
9
に
よ
る
と
、

一
九

一
一
年
の
上
位
商
店
に
門
司
の

港
湾
運
送
業
者

で
あ
る
自
念
組
が
す
で
に
参
入

し
て
い
る
が
、
個
人
商
店
の
回
漕
店

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
麻
生
米
吉
商
店
は

一
九
〇
〇
年
代
か
ら
第

一

位
の
取
扱
高
を
占
め
、
す
で
に
有
力
な
商
店
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
他
に
も
第
四

一34一

図
表
9「
回
漕
専
門
の
形
態
」
の
上
位
商
店
推
移

1234567891011121314

」
51617181920

商
店
名

麻
生
米
占
商
店

篠
原
商
店

不
口
田
同
盟
商
店

1911年

酔
戸
同
盟
石
炭
商
中
島
商
店

松
本
吾
馳
杓
商
店

占
源
商
店

寿
幅
商
店

佐
江
崎
1司
盟
石
炭
商
店

野
村
商
店

門
司
自
念
組
若
松
出
張
所

因
翻
司
盟
石
炭
商
店

細
川
商
Jtl,

葉
IlI商
店

大
庭
商
1占

中
商
店

水
之
江
商
店
若
松
出
張
所

竹
森
商
店

坂
本
商
1占

岡
田
英
男
商
店

一
こ
池
石
炭
運
送
業
組
合
出
張
所

取
扱
高

ll3,218

95,167

94,048

86,403

72,057

71,269

52,258

49,537

47,439

43,699

42,321

39,785

34,448

34,418

34,311

34,239

32,247

31,947

30,772

29,666

所
在

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

門
司

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

備
考

篠
原
坂
次
郎

橋
本
清
助

中
島
森
太
郎

占
原
伊
太
郎

寿
福
守
雄

花
田
政
次
郎

野
村
千
代
占

岡
野
禎
蔵

糸
田
川
弓
ホ
日
乍

葉
lll豊

大
庭
岡
之
助

中
久
吉

水
之
江
国
男

竹
森
恒
造

坂
本
敬

12345678910111213141516171819

20

商
店
名

(合
名
)安
芸
商
店

(株
)山
九
運
輸

麻
生
米
吉
商
店

モ
和
商
店

水
町
商
店

(合
資
)共
同
曳
船

糸
田
JII商
∫
占

小
浦
商
店

児
島
商
店

(合
資
)自
念
組

和
田
貝
野
出
張
所

葉
i山
商
店

安
部
商
店
(占
弘
)

(合
資
)寿
福
商
店

1]・
田
國
商
店

大
庭
岡
之
助
商
店

森
商
店

守
友
商
店

岡
田
本
次
郎

占
原
商
店

1919年取
扱
高

223,387

143,109

137,812

113,122

97,293

93,211

77,418

74,983

67,137

63,707

61,933

61,45,1

61,029

58,870

58,689

58,524

57,279

56,866

52,995

51,859

所
在

門
司

若
松

若
松

若
松

門
司

若
松

若
松

若
松

門
司

若
松

若
松

若
松

若
松

著
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

備
考

中
島
森
太
郎

小
川
清
太
郎

水
町
一
・
介
(市
助
)

細
川
弥
作

丸
ア
虎
次

児
島
卯
太
郎

(代
表
)橋
本
清
助

葉
山
豊
・

吉
弘
荒
太

寿
福
守
雄

小
田
國
太
郎

森
幾
る
郎

池
田
利
右
衛
門

占
原
伊
太
郎

12345678910111213141516171819

20

商
店
名

1931年

(株
)若
松
帆
船
運
輸

(株
川
け
し
運
輸

(合
資
)自
念
組

(合
資
)L野
益
蔵
商
店

(株
)飯
野
商
事

(株
)丸
菱
運
送

神
原
商
店

石
松
商
店

元
葭
商
店

岩
田
商
店

1二
野
盛
二
商
店

大
松
商
店

児
島
商
店

野
日
商
会

丸
滴
店

中
久
商
店

佐
藤
桃
商
店

小
畠
商
店

(合
名
)其
同
艀
組

山
陽
帆
船
会
社

所
在

若
松

門
司

門
司

若
松

京
都

若
松

広
島

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

取
扱
高

491,7:38

346,684

112,922

106,071

71,050

67,925

66,458

62,629

59,870

58,969

56,174

53,116

46,065

39,620

38,518

37,776

37β
76

33,949

31,614

30,252

12345678910111213141516

17181920

商
店
名

(株
)若
松
帆
船
運
輸

(株
)III九
運
輸

(株
)三
訂
司
運
輸

(合
資
)自
念
組

(株
)飯
野
商
事

(株
)丸
lE海
運

(合
名
)ヒ
野
商
店

(株
)神
原
商
店

(合
資
)止
=野
益
蔵
商
店

(合
資
)扇
城
商
会

(株
)丸
菱
運
送

(株
)田
淵
商
店

丸
近
藤
商
店

織
田
孫
一
・
商
店

神
戸
機
船
組
出
張
所

森
實
組

(合
資
)有
吉
商
店

(合
資
)若
田
商
店

(合
資
)旭
組
廻
漕
店

大
松
商
店

取
扱
高

918,201

395,713

332,128

187,546

176,534

167,582

]65,506

150,678

137,874

115,422

113,142

113,013

111,089

105,748

104,035

94,660

91,320

83,461

80,359

80,335

1937年

所
在

若
松

門
司

若
松

門
司

京
都

大
阪

若
松

広
島

若
松

若
松

若
松

大
阪

若
松

神
戸

若
松

若
松

若
松

若
松

資
本
金

250,000

700,000

200,000

250,000

2,000,000

1,200,000

100,000

19,000

60,000

200,000

10,000

20,000

備
考

(単
位
:ト
ン
、
円
)

(専
務
取
締
役
)本
荘
誠
、
(常
務
取
締

役
)関
市
作
、
(取
締
役
)中
島
森
太
郎
、

寿
福
守
雄
、
細
川
再
作
、
野
畑
常
次
郎
、

守
友
正
七

(常
務
取
締
役
)脇
山
常
之
助
、
後
藤
久
、

(取
締
役
)中
村
精
ヒ
郎
、
馬
淵
清
治
、
的

場
新
治
郎
、
中
島
常
太
郎
、

(取
締
役
代
表
)中
澤
猪
五
郎
、
(取
締

役
)園
田
房
雄
、
渡
邊
彦
一
モ
、
小
幡
留
郎

(代
表
社
員
)自
念
春
次
郎

(社
長
)飯
野
寅
吉
、
(取
締
役
)俣
野
健

輔
、
花
田
卯
造
、
布
施
謙
次
、
佐
藤
富

三
、
在
塚
喜
友
、
松
下
幾
太
郎

(社
長
)平
松
理
太
郎
、
(取
締
役
)平
松

末
廣
、
清
水
勝
治
郎

上
野
盛
二
二

(取
締
役
代
表
)神
原
福
一
一
・
、
(取
締
役
)

神
原
弥
…
、
神
原
幸
一
二
三

資
本
金
は
昭
和
6年
日
寺
,楓

(取
締
役
代
表
)田
淵
建
樹
、
(取
締
役
)

田
淵
岩
太
郎
、
田
淵
民
司
、
増
井
義
治
、

清
水
磯
治
、
田
中
通
義

(代
表
)岩
田
熊
占

(代
表
)占
原
正
義

出
典
:1911年
は
「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
第
2版
」
(渋
谷
隆
一
編
『
都
道
府
県
別
資
産
家
地
主
総
覧
』
福
岡
県
編
3)、
「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
第
5版
」
(『
同
左
』
)、
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
(第
76号
、

1912年
)、
1918年
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
要
覧
』
よ
り
作
成
。

1919年
は
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
第
7版
』
(商
工
社
、
1919年
)、
1918、
20年
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
要
覧
』
、
『
大
正
・
昭
和
年
間
府
県
統
計
書
集
成
』
(以
下
『
府
県
統
計
書
』
)よ
り
作
成
。

1932年
は
前
掲
『
府
県
統
計
書
』
、
1932年
「
若
松
商
工
人
名
録
」
(若
松
商
工
会
議
所
『
九
州
若
松
商
工
案
内
』
1933年
所
収
)よ
り
作
成
。

1937年
は
第
43回
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
(商
業
興
信
所
、
1935年
)、
前
掲
『
府
県
統
計
書
』
、
若
松
商
工
会
議
所
『
九
州
若
松
商
工
人
名
録
』
(1939年
)、
畝
川
鎮
夫
『
海
事
要
覧
』
(海
事
彙
報
社
、
1936年
)

よ
り
作
成
。

取
扱
高
(回
漕
取
扱
高
)は
『
若
松
港
石
炭
集
散
統
計
表
』
よ
り
作
成
。

備
考
:1911年
の
音
戸
石
炭
商
中
島
商
店
の
代
表
は
中
島
森
太
郎
で
あ
る
。
ま
た
、
1919年
の
合
名
会
社
安
芸
商
店
の
代
表
は
中
島
森
太
郎
で
あ
り
、
取
扱
高
の
推
移
か
ら
み
て
音
戸
石
炭
商
中
島
商
店
の
継
続
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

所
在
の
(一
ン
は
不
明
で
あ
る
。



図 表10

1911年

回漕業者の所有船舶
(単 位:ト ン、石)

合計隻数 汽船1 船籍

門司自念組 80 3「 門司

栃木商店 29 2 大阪 、若松

中商店

備後同盟石炭商店

井上商店

吉原商店

川上商店

矢田商店

玉置商店

北村商店

寿福商店

竹森商店

岡田英男商店

3

3

2

2 1 若松

1

1

1

1

1

1

1

噸数

151

874

25

帆船

44

1

3

3

1

i

船籍 噸数 石数船 船籍

門 司23、 下関21 2,435

若松 78

大阪1、若松2

安芸大崎 中野2、安

芸東野

若松

周防蒲野

258

363

85

99

33 門司

26 若松

2 若松

1 若松

1 備前朝 日

1 若松

豆 若;松

1
'安芸須波

石数

12,8]9

8,30

76

267

39b

31

362

402

1919年

合資会社自念組

山九運輸会社

若松海運会社

共同曳船会社

株式会社都留商店

飯野商事会社

水町商店

岡田商店

合名会社安芸商店

因島同盟石炭商店

合資会社寿福商店

吉原商店
ノJ、才白商fE

藤井商店

黒 ヒ商店

因島船舶同盟

松浦商店

窪田商店

藤田歓次商店

野口商店

合計隻数

113

82

65

37

24

12

6

3

3

2

2

1

1

1

1

汽船 船籍

5

1

1

4

2

4

門司

下関

門司2、 下関、若松

門司

兵庫西宮

呉

ll若 松

1

1

1

1

1

噸数

243

35

161

帆船

8・1

7・1

58

19931

7319

189'7

20

6

2

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

船籍

門司83、若松1

門司37、若松37

門 司33、 下 関1、 山

ロ長 府1、 若 松23

門 司

八幡1、若松18

呉6、廣島大柿1

若松

若松

若松

若松

若松

噸数 石数船

4,983

3,1・1・1

2,927

2,891

1,544

・131

7M

136

133

91

217

口」口不口田 141

廣島須波

若松

若松

若松

若松

福岡

若松

34

29

13

36

23

161

147

23

7

3

2

3

1

1

船籍

門司

門司6、若松1

戸卜1百]2、若 ・松

門司

若松

呉

若松

石数

8,796

1,9-1・1

930

839

1,037

495

328

1937年

合資会社自念組

山九運輸

神戸桟橋株式会社

三洞運輸

飯野商事株式会社

丸菱運送株式会社

岡田本次郎商店

元重商店

丸正海運株式会社

石元商店

若松帆船運輸

若松汽船株式会社

四国海運株式会社

株式会社田淵商店.

織 田孫一

合資会社岩田商店'

山崎榮商店

鴉商店

吉田定吉商店

合計隻数 汽船 船籍

79

73

5 大分1、門司4

7 廣島木ノ江4、若松3

18 17 神戸16、石川橋 立1

43

・40

5 若松

19
東京7、京都 舞鶴6、[
呉5、広島1

噸数

253

5,051

12.118

35

28

23

9

8

3

3

3

2

2

2

1

1

1

大同海運株式会仕 1

合名会社上野商店 1

有占商店 1

401

44,840

2

1

8

3

1

2

2

1

若松 200

「関

大阪5、神戸1、西宮
1、広島木ノ江1

若松

高知

大阪、大阪佐野

京都府中、鳥取堺

神戸

78

5,425

647

281

763

2,277

6,28'1

帆船

73

60

31

36

17

33

27

22

8

3

2

1

船籍

門 司43、 下関1、 若

松29

門司38、若松22

神戸

[弓百11、!呂=杉こ35

呉

若松

若松

下関13、若松9

若松

若松

若松

若松

噸数 機帆船

6,5i8

3,946

・1
,353

4,624

1,117

'1
,902

3,070

1

5

2

2

!

3,381

348

466

101

32

i

2

1

1

1

船籍

門 司

門司

若松

京都中舞鶴

若松

広島木ノ江

高知

若松

若松

噸数

19

・433

287

257

156

298

321

98

186

下関 39

出典 逓信省 『日本船名録』各年より作成。

備考 個人所有の船も会社の所有として計算した。
ex.若松帆船の場合は細川喜作外1名 所有である。

飯野商事には多数の飯野寅吉所有がある。
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位

の
音
戸
同
盟
石
炭
商
中
島
商
店
な
ど
、
船
主

と
関
係
が
強

い
と
想
定
さ
れ
る
名
称

の
回
漕
店
も
上
位
に
い
く

つ
か
み
ら
れ
る
。

一
九

一
九
年
に
は
、
上
位
に
門
司
の
中
村
組

の
子
会
社
で
あ
る
山
九
運
輸
、
そ
し

て
自
念
組
と
そ
の
関
係
会
社
と
考
え
ら
れ
る
共
同
曳
船
、

こ
の
年
の
上
位
に
は
入

っ

て
い
な

い
が

(翌
年
か
ら
は
上
位
に
入
る
)
京
都
の
飯
野
商
事
と
い
っ
た
他
地
域

の

港
湾
運
送
業
者
が
多
く
な
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
以
前
と
同
様
に

若
松

の
個
人
商
店
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
し
、

一
九

一
一
年
か
ら

一
九
年

の

上
位
で
は
、
そ
の
ま
ま

一
〇
位
内
に
継
続
し
て
入

っ
て
い
る
回
漕
店
は
麻
生
米
吉
商

店
、
音
戸
同
盟
石
炭
商
中
島
商
店
と
代
表
が
同

一
人
物
で
あ
る
安
芸
商
店
の
み
で
あ

る

(た
だ
し
、
他
地
域

の
港
湾

運
送
業
者

で
あ

る
自
念
組
を
入
れ
る
と
三
店
と
な

る
)
。
八
年
の
間
に
港
湾
運
送
会
社

の
参
入
も
あ

っ
て
、
個
人
商
店
問
の
競
争
も
比

較
的
激
し
か

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

続

い
て
、

一
九
三

一
年
で
は
合
同
会
社

の
若
松
帆
船
が
第

一
位
で
あ
る
。
こ
の
会

社

の
取
扱
高
は
、
創
立
時
か
ら
三
九
年
ま
で
の
期
間
の
す
べ
て
に
お

い
て
最
大
で

あ

っ
た
。
山
九
運
輸
も

一
九
二
〇
年
か
ら

一
貫
し
て
こ
の
若
松
帆
船
に
次
ぐ
取
扱
高

で
あ

っ
た
。
こ
の
三

一
年
に
は
大
手
の
関
係
会
社
が
い
く

つ
か
上
位
に
挙
が

っ
て
い

る
。
例
え
ば
共
同
艀
組
は

一
九

二
六
年
よ
り
統
計
に
記
載
さ
れ
始
め
る
が
、
こ
の
会

社
は
明
治
鉱
業
と
取
引
関
係
が
強
く
、
こ
の
年

に
は

一
九
位
の
取
扱
高

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
三
菱
の
関
係
会
社
と
考
え
ら
れ
る
丸
菱
運
送
は
三

一
年
か
ら
の
回
漕
取
扱
で

あ
り
、
す
で
に
六
番
目
の
シ

ェ
ア
を
占
め
た
。

た
だ
、

こ
の
よ
う
な
関
係
会
社
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
若
松
個
人
商
店
の
入
れ
換
え
は
あ
る
も
の
の
そ
れ
以
外
に
は

大
き
な
変
化
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
む
し
ろ
、
回
漕
比
率
が
上
昇
し
た
三

一
年
以
後

か
ら
徐
々
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
三
七
年
時

の
上
位
商
店
を
み
て
い
く
。

三
井
系
の
三
洞
運
輸
は

一
九
三
三
年

か
ら
の
回
漕
取
扱
で
、
三
七
年
に
は
山
九
運
輸
に
次
ぐ
三
〇
万
ト
ン
台
の
取
扱
高
で

あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
六
番
目
に
位
置
す
る
大
阪
の
丸
正
海
運
、

一
二
番
目
の
田
淵
商

店
と
い
う
阪
神
地
区

の
海
運
会
社
が
参
入
し
て
い
る
。
若
松
以
外
の
資
本
規
模
の
大

き
な
海
運
会
社
は
お
も
に

一
九
三
六
年
か
ら
増
え
始
め
る
が
、
な
ぜ
三
十
年
代
後
半

に
参
入
し
て
き
た
の
か
今

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
丸
正
海
運
は
日
本
鉱
業
、

田
淵
商
店
は
住
友
と

い
う
大
手
荷
主
と
専
属
的
な
関
係
に
あ

っ
た
。
汽
船
も
大
阪
お

よ
び
兵
庫
方
面
で
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
資
金
を
あ
る

程
度
持

っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
回
漕
業
者
が
、
大
手
と
関
係
を
持

っ
て
そ
の

輸
送
業
務
を
担

っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
も

っ
と
も
、
依
然
と
し
て
若
松
帆

船
が
九
〇
万
ト
ン
の
圧
倒
的
な
取
扱
高

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
ほ
か

に
も
資
本
規
模
の
小
さ
な
若
松
の
個
人
回
漕
店
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
ど
の
よ
う
な
回
漕
業
者
が
ど
れ
だ
け
の
船
を
所
有
し
て
い
た
の
か
を

み
て
い
く
。
図
表

10
の

一
九

一
一
年
時
点

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
回
漕
業
者
が
船
を

持

っ
て
い
な

い
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
が
、
自
念
組
は
港
湾
運
送

の
た
め
に

一
九

一

〇
年
代
に
は
す
で
に
八
〇
隻
も
の
帆
船
と
三
三
隻
の
石
数
船
を
所
有
し
て
い
る
。
栃

木
商
店
は
汽
船
二
隻
、
石
数
船
を
二
六
隻
所
有
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
回
漕
業
を

行

っ
て
い
た
。

こ
の
商
店
は
そ
の
後
に
栃
木
商
事
会
社

へ
改
組
、
ま
た
栃
木
造
船
を

設
立
し
、
石
炭
販
売
や
汽
船
に
よ
る
海
運
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
他
地

域

の
港
湾
運
送
業
者
が
参
入
し
て
い
る

一
九

一
九
年
に
は
、
や
は
り
そ
れ
ら
の
会
社

の
船
舶
所
有
が
み
て
と
れ
る
。
そ
の
他
で
は
一
一

年

の
栃
木
商
店
と
同
様
に
、
株
式

会
社
都
留
商
店
が
小
蒸
気
船

二
隻
と
多
数
の
帆
船

(平
均
約
八

一
ト
ン
)
を
持

つ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
回
漕
業
者
で
あ

っ
た
。

新
た
な
会
社
群
が
参
入
を
は
じ
め
る

一
九
三
〇
年
代
に
目
を
移
す
と
、
三
七
年
に

は
他
地
域
の
港
湾
運
送
業
者
に
加
え
て
、
大
手
の
関
係
会
社
が
多
数

の
船
を
も

っ
て
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い
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
洞
運
輸
は
曳
船

(小
蒸
気
船
)
を
含
め
て
計
四
三
隻
、
岡

田
本
次
郎

(後
掲
図
表
11
)
も
二
八
隻

の
所
有

で
あ
る
。
大
阪
を
拠
点
に
経
営
を
展

開
し
た
丸
正
海
運
、
田
淵
商
店
は
規
模
の
大
き
な
汽
船
を
所
有
し
て
い
る
。
以
上
見

た
三
ヵ
年
を
通
じ
て
、
若
松
の
個
人
商
店
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
回
漕
業
者
を
想

(単位:トン)

曳船機帆船被曳船

図表11小 船取扱者別実数(1940年6月1日 調)

艀帆船

隻数1積 トン数 隻数1総 トン数
39

90

323

11
1

2

480

850

240

670

2

5

1

3

隻数i積 トン数

2,020

1,630

8,235

8

6

34

隻数i積 トン数
1011,310

141,755

8965

536,523

隻数 瀬 トン数

5603

大手荷主

麻生商店

貝島炭鉱

古河石炭鉱業

三菱鉱業

明治鉱業

総トン数隻数

372

279

201

3

4

2

積トン数

590

1,485

995

240

490

隻数
2

6

5

1

2

鱗 騨 トン数
4,490

9,840

11,010

8,431

210

17

32

51

34

1

積トン数隻数

5,06543

隻数1積 トン数

150

1,650

2,365

11

14

17

大手荷主関係店

岡田本次郎(三井系)

三洞運輸(三井系)

合資会社自念組(古河系)

丸菱運送(三菱系)

合名会社共同艀組(明治系)

総トン数隻数

410

404

95

53

5

2

1

1

2201

積トン数

3,240

3,500

5,280

3,290

635

5,685

3,830

8,190

5,665

2,735

6,720

17,170

隻数

14

23

24

26

5

43

23

42

36

14

53

110

積トン数隻数

20,655

8,904

4,850

2,455

108

28

18

10

11,480

12,465

1,390

11,850

7,400

16,115

43

43

5

11

27

53

[積 トン数隻数

20,255

9,705

110

54

積トン数隻数

295

210

1,745

420

2,865

9,015

i

2i
,l

l4

21

21
57

その他回漕業者

飯野商事

山九運輸

神戸桟橋

株式会社田淵商店
神戸機帆船組出張所

合資会社扇城商会
内海運輸合資会社

百留運送部

合名会社上野商店

株式会社上繁船舶部

大松商店

株式会社神原商店

合資会社上野益蔵商店

若松帆船運輸
564,8311,646247,5911,091259,384838ト121,85834347,762若松合計

出典 内務省下関土木出張所編 『若松港を続る石炭事情』(1941年 、234頁)よ り作成。

定
さ
せ
る
よ
う
な
船
舶
保
有
者
も
あ
る
程
度
は
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

船
を
持
た
ず
に

「
一
杯
船
主
」
と
荷
主
を
仲
介
す
る
資
本
規
模
の
小
さ
な
回
漕
店
で

あ

っ
た
。
最
大
取
扱
者
で
あ
り
続
け
た
若
松
帆
船
で
さ
え
、
三
七
年
時
点
で
わ
ず
か

帆
船
三
隻

の
所
有
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
回
漕
店
が
、
船
舶
を
所
有

せ
ず
に
ど
れ
ほ
ど
の
船
と
取
引
関
係
を

も

っ
て
輸
送
に
あ
た

っ
た
の
か
を
図
表

11
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
大
手
の
石
炭
荷
主

と
そ
の
関
係
回
漕
業
者
、
そ
の
他
で
区
分
し
て
い
る
。

こ
れ
は

一
九
四
〇
年
度

の
小

船
の
取
扱
者
を
計
上
し
た
表
で
あ
る
が
、
所
有
船
舶
を
含
め
た
取
扱
船
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
手
荷
主
も
し
く
は
大
手
関
係

の
回
漕
業
者

の
取
扱
船
は
、

船
体
構
造

の
似
た
艀
お
よ
び
被
曳
船
に
か
た
よ

っ
て
い
る
。
他
地
域

の
港
湾
運
送
業

者
も
同
様
で
あ
り
、
帆
船
や
機
帆
船
を
ほ
と
ん
ど
取
り
扱

っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
若
松
の
回
漕
店
と
考
え
ら
れ
る
商
店
は
帆
船
、
被
曳
船
、
機
帆
船
を
取
り

扱
う
も
の
や
、
機
帆
船
を
お
も
に
取
り
扱
う
商
店
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
友

の
専
属
で
あ

っ
た
田
淵
商
店
が
機
帆
船
を
多
数
取
り
扱

っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
規
模
を
背
景
に
汽
船
輸
送
を
行

っ
て
い
る
の
み
で
な
く
、

機
帆
船
も
取
扱
船
と
し
て
確
保
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
阪
神
地
区
の
業
者

を
除
く
と
、
大
手
荷
主
と
そ
の
関
係
会
社
、
他
地
域

の
港
湾
運
送
業
者
が
被
曳
船
を

中
心
と
し
た
輸
送
手
段
を
多
く
使
用
し
、

一
方
で
、
若
松
回
漕
店
が
帆
船

・
機
帆
船

の
取
扱
者
と
し
て
輸
送
を
担

っ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
大
手
関
係
の
回
漕
業
者
は
、

そ
の
関
係
荷
主
に
対
す
る
輸
送
経
路
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
船
を
所
有
し
、

そ
れ
を
活
用
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
荷
主
は
他
方
で
、

一
九
三
〇
年
代
に
広
ま

っ
た
機
帆
船
と
い
う
輸
送
手
段
、
こ
の
比
較
的
管
理
す
る
こ

と
が
困
難
な

「
一
杯
船
主
」
の
供
給
を
回
漕
店
に
委
託
し
た
の
で
あ
る
。

以
上

の
こ
と
を
概
観
す
る
と
、
大
手
関
係
回
漕
業
者
、
ま
た
は
他
地
域
の
港
湾
運
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送
業
者
に
よ
る
輸
送
の
経
路
と
、
そ
の
他
回
漕
業
者
や
若
松
帆
船
を
中
心
と
し
た
回

漕
店
の
輸
送

の
経
路
、
と
い
う
あ
る
程
度

の
分
業
的
な
関
係
が

一
九
三
〇
年
代
に
は

あ

っ
た
と
指
摘

で
き
る
。

お
わ
り
に

筑
豊
炭
の
海
上
輸
送
の
動
向
に
対
し
て
、
輸
送
船
舶
の
変
遷
を
追

い
つ
つ
、
輸
送

業
務
を
担

っ
た
回
漕
業
者
に
焦
点
を
あ

て
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
筑
豊
炭
の
消
費

市
場
の
動
向
に
あ
わ
せ
て
、
特
に
、
帆
船

・
被
曳
船

・
機
帆
船
と
い
う
小
船
が
重
要

な
輸
送
手
段
で
あ

っ
た
。
こ
の
小
船

の
存
在

に
よ
っ
て
、
若
松
港
の
回
漕
業
者
は
そ

の
機
能
を
求
め
ら
れ
た
。
以
下
、
筑
豊
炭
海
上
輸
送
に
お
け
る
小
船
の
輸
送
市
場
に

つ
い
て
段
階
的
に
ま
と
め
て
お
く
。

若
松
港
か
ら

の
石
炭
積
出
は
国
内
需
要
の
増
大
か
ら
、

一
九

一
〇
年
前
後
よ
り
門

司
行
き
が
相
対
的
に
減
少
し
、
帆
船
に
よ
る
国
内
行
き
が
よ
り

一
層
増
加
し
た
。
ま

た
、

一
九

一
〇
年
代

の
半
ば
か
ら
門
司
行
き
が
急
激
に
落
ち
込
み
、
そ
れ
以
後
、
若

松
港

の
石
炭
積
出

の
大
半
は
国
内
向
け

へ
と
輸

送
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
っ

た
。
た
だ
、
二

杯
船
主
」

の
多

い
帆
船
に
よ

る
輸
送
が
主
流
の
時
期
に
お
い
て
も
、

石
炭
荷
主
が
回
漕
業
者
に
輸
送
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
荷
主
は
海
上
輸

送
に
関
す
る
作
業
全
般
を
自
ら
行

っ
て
い
た
。

第

一
次
大
戦
期
か
ら
、
国
内
需
要
の
増
大
や

運
賃
の
高
騰
な
ど
を
北且
凧
に
、
大
手

の
荷
主
は
自
社
保
有

の
被
曳
船
に
よ
る
積
出
を

本
格
化
さ
せ
た
。

一
九
二
〇
年
代
を

通
じ
て
、

こ
の
被
曳
船
は
、
特
に
大
阪
や
兵
庫

と
い
っ
た
阪
神
向
け
の
小
口
輸
送
に

広
く
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
輸
送
需
要
が
増
え

た
た
め
、
輸
送
業
務
を
委
託
す
る
荷

主
も
多
く
な

っ
た
が
、
船
舶
を
提
供
し
た
の
は
専
門
的
な
回
漕
業
者
だ
け
で
は
な
く
、

石
炭
売
買
に
携
わ
る
中
小
の
石
炭
問
屋
で
も
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
回
漕
業
者
に

輸
送
需
要
が
求
め
ら
れ
る
環
境
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
以
上
の

よ
う
な
、
輸
送
市
場
に
お
け
る
競
争
を
緩
和
す
る
た
め
、
若
松
の
回
漕
店
は
合
同
会

社
を
設
立
す
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
、

一
九
二
〇
年
代
に
は
石
炭
荷
主
に
よ
る
自
家

輸
送
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
回
漕
業
者
に
よ
る
輸
送
に
は

一
定

の
限
界
が
あ

っ

た
。そ

の
後
、

一
九
三
〇
年
代

の
石
炭
積
出
の
増
大

(特
に
中
国
地
方
行
き
)
に
と
も

な

っ
て
、
回
漕
業
者
の
機
能
が
重
要
に
な
り

つ
つ
あ

っ
た
。
運
賃
の
下
落
に
よ
る
大

手
荷
主
の
自
社
船
払
い
下
げ
、
帆
船
の
機
帆
船
化
と
い
う
技
術
的
な
改
善
、
そ
し
て
、

積
出
の
合
理
化
か
ら
回
漕
業
者

の
必
要
性
が
高
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
時
期

に
は
、
旧
来
の
回
漕
店
と
港
湾
運
送
業
者
、
そ
し
て
大
手
関
係
店
を
中
心
と
し
た
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
的
な
回
漕
業
者
と
い
う
多
様
な
経
路
が
あ

っ
た
。
筑
豊
炭

の
小
船
輸
送

を
総
体
的
に
捉
え
た
場
合
、
大
手
関
係
お
よ
び
港
湾
運
送
会
社

(所
有
船
)
に
よ
る

被
曳
船
輸
送
と
、
合
同
会
社
を
中
心
と
し
た
回
漕
店

(取
次
ぎ
)
に
よ
る
帆
船

・
機

帆
船
輸
送
と
い
う
分
業
に
よ
る
補
完
関
係
が
み
ら
れ
た
。
石
炭
荷
主
は
機
帆
船
を
使

用
す
る
に
あ
た

っ
て
、
積
出
量
の
増
大
お
よ
び
積
出
の
合
理
化
推
進
と
い
う
背
景
か

ら
、
回
漕
店
の
輸
送
経
路
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
輸
送
力
を
過
剰
に

保
持
し
て
積
出
の
円
滑
化
を
妨
げ
る
よ
り
も
、
機
帆
船
の
供
給
に
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に

対
応
す
る
回
漕
店
を
介
す
る
こ
と
が
、
荷
主
に
と

つ
て
は
合
理
的
な
輸
送
で
あ

っ
た

と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
個
別
の
石
炭
取
引
に
対
す
る
輸
送
経
路
の
選
択
に

つ
い
て
触
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
。
具
体
的
な
輸
送
市
場
を
提
示
す
る
た
め
に
は
、
石
炭
荷
主
が

実
際
に
船
舶
を
ど
の
よ
う
に
求
め
た
の
か
、
ま
た
、
「
一
杯
船
主
」
を
ど
の
よ
う
に
使

用
し
た
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
個
別
事
例
に
も
と
つ
く
石
炭
輸

一38「



送

の
実
態
の
解
明
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

今

津

健
治

[明

治
期

に

お
け

る
蒸
気

力

と
水

力

の
利
用

に

つ
い
て
」

(社

会
経

済
史

学
会

編

『
エ
ネ

ル
ギ
ー

と
経

済

発
展
』
財

団
法

人

西

日
本

文
化
協

会
、

一
九

七
九

年
)
、

同

「
若
松

港

の
石
炭

積
出
-

大

阪
港

へ
の
輸

送
1

」
(『
エ
ネ
ル
ギ
ー

史
研

究
』
第
一
一

号

、

一
九

八

一
年
)
、

同

「
戦
前

期

石
炭

の
消
費

地

へ
の
輸
送

」
(
同
著

『
近

代

日
本

の

技
術

的
条

件
』

柳

原
書

店
、

一
九

人

九
年
)
。

ま

た
、

古
川

由
美

子

「戦

時

期

に
お
け

る

九
州

石
炭
輸

送
」
(『
エ
ネ
ル
ギ
ー

史

研
究

』
第

一
八

号
、

二
〇
〇

三
年
)

は
、

戦
時

期

に
お
け

る
筑
豊

炭

の
海

上
輸

送

の
問
題

を
論

じ

て

い
る
。

石
井
寛

治

「国
内

市

場

の
形

成

と
展

開
」
(山

口
和
男

・
石
井
寛
治

編

『
近

代

日
本

の

商
品
流

通
』
東
京

大
学

出
版

会
、

一
九
八

六
年
)
。

牧

野
文

夫

『
招

か
れ

た
プ

ロ
メ
テ
ウ

ス
ー

近
代

日
本

の
技

術

発
展
』

(風

行
社
、

一

九
九

六
年
)
第
三

章
。

笹

木
弘
他

『
機

帆
船

海
運

の
研

究
』
(多
賀

出
版

、

一
九

八
四
年
)
。

同
様

に
聞

き
取

り

調
査

を

中

心

に
、
戦

前

の
回
漕
業

者

に

つ
い
て
業

務

内
容

や

船

主

と

の
関
係

を

論

じ

て

い
る
研

究

に

は
、
吉

開

和
男

「若

松
港

に
お

け

る
機
帆

船

発

達
前

史

」
(『
若
松

高
校

郷
土

研
究

会

研
究
紀

要
』
第

五
号

、

一
九
五

三
年
)
、

同

「筑

豊

石
炭
輸

送

に
お

け
る

問
屋

の
役

割
」

(『
同

上
』

第

六
号
、

一
九

五

四
年
)
、
千

須
和

富

士

夫

『
現
代
内

航
船

主
経

営
史

の
研
究
』
(多
賀

出
版

、

二
〇
〇

二
年
)
が
あ

る
。

以
上

隅
谷

三
喜
男

『
日
本

石
炭

産
業

分
析

』
(岩
波
書

店

、

一
九

六

人
年
)
第

三
章
第

二
節

参

照
。

荻

野
喜

弘

「第

一
次

大
戦

前
後

に

お
け

る
筑
豊

炭

の
市
場

動
向

」
(『
エ
ネ

ル
ギ

ー
史

研
究

』
第

一
五

号
、

一
九

九

一
年
)
、
『
福

岡

県
史

通
史

編

近
代

産

業

経

済

(
二
)
』

(財
団

法

人
西

日
本
文

化
協
会

、

二
〇
〇

〇
年

)
第

四
章

参
照
。

一
九

二
〇

年

以
降
、

若

松

か

ら

の

石
炭

積

出

は

国

内

行

き

が

ほ
と

ん

ど

を

占

め

(す

べ

て

の
年

度

で
約

人
割
)
、
全

体

の
動

向

と

同
様

の
推

移

を

示
す

た

め
、
図

表

1

で

は
そ

の
内

訳
を

省

い
た
。

以
上

、
今
津

健

治
編

『
若
松

港

石
炭
統
計

(抄

)
』
(北

九

市

立
若

松
図

書
館

所
蔵

)
。

以

上
隻

数

に

つ
い

て
は
、
社

団

法

人
若

松

石
炭

協

会

『
社

団

法

人
若

松

石
炭

協

会

五
十
年

史
』
(
一
九

五
七

年
、

以
下

『
五
十

年
史

』
と
す

る
)

一
四

〇
、

一
四

一
頁
。

た

だ
し
、

積
出

高

は
艀

に
よ
る

門
司

行
き

を
含

む
。

帆
船

に
比

べ

て
長

さ
が

短

く
、

幅

広

い
船

体

で
、
積

ト

ン
数

(
重
量

ト

ン
の

こ
と

で
、
必

要

な
水

や
食

料

な

ど

を
含

め
た

積

載

可
能

量

を

示
す
)

の
平
均

は

二

三

一
ト

ン
と
帆

船

の
一
三

二
ト

ン
よ

り
大

き

い
と

い
わ

れ

る
。

こ

の
被

曳

船

は
曳
船

に
よ

っ

て
六
～

七
隻

(積

荷

の
場
合

)
が
連

な

っ
て
輸

送
さ

れ

る
。

そ

の
速

力

は
三
～

四

ノ

ッ

ト

で
帆

船

と
大

差

な

い
が

、
帆

船

の
年

間
航

海

数

八
～

一
〇

回
程
度

に
比

べ

て
月

に

四
、

五

回

と
安

定
的

な

輸

送
力

で
あ

っ
た
。

な

お
、

こ
の
曳

か

れ

る
船

は
厳

密

に

は

被

曳
船

だ

け

で
な

く
、

艀

や
帆

船

も
用

い
ら

れ
た

(
以
上
牧

野
前

掲
書

、
若

松

駅
史

編
集

委
員

会

『
石
炭

と
若
松

駅
』

一
九

八

六
年
な

ど
を

参
照

)
。

前

掲

『
五
十

年
史

』

一
一
二
～

一
一
五
頁

。

内

務
省

下
関

土
木

出
張

所
編

『
若
松

港

を
続

る
石
炭
事

情

』

一
九
四

一
年
、

二
四

二
、

二
四
三
頁
。

日
本
銀

行
調

査
局

『
筑
豊

石
炭

調
査
』

一
九

一
七
年

、

五
三

、
五

四
頁
。

ま
た

、

三

菱

の
場

合

に
は

一
九

一

一
年

の
時

点

で
曳
船

用

の
小
蒸
気

船

と
被

曳

船

の
新

造

を
決

定

し
、

翌

一
二
年

に
被
曳

船

菱

丸

一
八
隻

が
建

造
費

八

万

四
,

四

二
七

円
九

二
銭

で

竣
成

さ
れ

て
い
る

(
三
菱

社

誌
』

明
治

四

四
年
八

月

三

一
日
、
明

治

四
五
年

三

月
三
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○

日
)
。
さ

ら

に
、

一
五
年

に

は
小
蒸

気
船

一
隻

、

三
三
〇

ト

ン
積

の
被

曳
船

一
〇
隻
、

艀

二
五
隻

の
新

造
が

決
定

さ
れ

て

い
る

(『
同
上

』
大

正
六

年
八

月

二
八

日
)
。

三
井

物
産

の
プ

ー

ル
制

、
三

井

と

貝
島

・
麻

生

と

の
関

係

に

つ
い

て
は
、

松

元
宏

『
三

井
財

閥

の
研
究
』
(吉

川
弘

文
館

、

一
九

七

九
年
)

が
参

考

に
な

る
。
ま

た
、

貝
島

の
船
舶

の
保
有

に

つ
い
て

は
、
畠

中

茂
朗

「
貝
島

の
財

閥

過

程

に
お

け

る
企

業
統

治

と

事
業

活
動

の
展
開
ー

一
九

二
〇
年

代

を
中

心
と

し

て
ー

」

(『
エ
ネ

ル
ギ
ー

史

研
究

』

第

十

八
号
、

二
〇
〇

三
年

)
、

同

「
貝
島
炭
礦

に
お

け

る
企
業

統
治

と

事
業

活
動

の
展

開
-

昭
和
恐

慌
期

か
ら

戦
時

体
制

期
を

中
心

と

し
て
ー

」
(『
エ
ネ

ル
ギ
ー

史
研

究
』
第

二
〇

号
、

二
〇
〇

五
年

)
を
参

照
。

麻
生

の
所

有
船

に

つ
い
て
は

「船
舶

台
帳

」
(麻

生

商

店

若

松

出
張

所

T

6
i

29
、

九
州

大

学

附
属

図

書
館

付

設

記
録

資

料
館

所

蔵
)

を

参

考
。

『
若

松
港

石
炭

集

散
統

計
表

』

(北
九

州
市

立

若
松

図
書

館
所

蔵
)
。

こ

の
統

計
書

に

つ
い

て
は
、
今

津

健
治

「若

松
港

石
炭

統
計

書

に

つ
い
て
」

(『
エ
ネ

ル
ギ

ー
史

研

究
』

第
九

号
、

一
九

七
七

年
)
に
詳

し

い
。

機

帆
船

と

は
補
助

機
関

(内
熱

機

関
)
を
備
え

た
帆

船

で
、
大

正
期

か
ら

漁
船

用

に

使

用
さ

れ

て

い
た

エ
ン
ジ

ン
を

石
炭
輸

送

船

に

も
取

り

付

け
た

も

の

で
あ

る
。

石
炭

輸

送

に

こ

の
機
帆

船

が
使

用

さ

れ

る
よ

う

に
な

る

の

は
、
昭

和

の
初

期

頃

で
あ

る
と

い
わ

れ

て

い
る

(上

野
喜

一
郎

『
船

と
海

の

Q
&

A
』
成

山

堂
書

店
、

一
九

八

七
年
、

前

掲

『
石
炭

と
若

松
駅

』
六

六
頁
な

ど
参

照
)
。

新
鞍

拓

生

「戦

間

期

日
本

石
炭
市

場

の
需

給
構

造

の
変
化

に

つ
い
て
」

(
九
州

大
学

経

済
学

会

『
経
済

学
研

究
』
第

六

六
巻
、

第

五

・
六
号
、

二
〇

〇

二
年
)
。

前
掲

今
津

健
治

「戦

前
期

石
炭

の
消
費

地

へ
の
輸

送

」
、
前

掲

石
井
論

文
。

以
下

断

り

の
な

い
限

り
、

若

松

石
炭
商

同
業

組
合

「新

桟

橋

貯
炭

場

機
械

設

備
陳

情
詳

説
」
(
筑
豊

石
炭

鉱
業

組
合

『
庶
務

事
蹟

昭

和

八
年

三
冊

ノ

一
』
所
収
)
。

一
九

三
三

年

頃
、

大
阪

で

の
通
常

の
陸

上
貯

炭

が
約

八

,
九

万

ト

ン
、
海

上

貯
炭

(
船
積

の
も

の
)

が

四
、

五

万
ト

ン
で
あ

っ
た
。
帆

船

が
貯
炭

場

と

し

て
使

用
さ

れ

て

い
た

こ
と

は
、
す

で
に
前
掲

石
井

論
文

、
今

津
論

文

で
も
指

摘
さ

れ

て

い
る
。

小
池

重
喜

「
石
炭
流

通
機

構

の
確
立

」
(古

島
敏
雄

・
安

藤

良
雄

編

『
流

通
史

Ⅱ
』
体

系

日
本

史
叢

書

一
四
、

一
九
七

五
年
)
。

前

掲
吉

開

「若

松
港

に

お
け

る
機
帆

船

発
達
前

史
」
参
照
。

石
崎
敏

行

『
若

松

を
語

る
』

一
九

三
四
年

、

一
〇

一
頁
、

笹
木
前

掲
書

九

八
頁
。

ま

た
、

麻
生

の
石
炭

を

販
売

し

て

い
た

明
治

期

の
中
心

的
な

問

屋
、

「
熊
甚

」
が

船
問

屋

と

い
わ

れ

る
よ

う
に

(泉
彦

蔵

『
麻

生
太

吉
伝

』

一
九

三
四

年
、

四
九

一
頁

)
、

こ

の

時

期

の
問

屋

が
近

世

以

来

の
問

屋

の
機

能
、

つ
ま

り
商

品

取
引

、

運
輸
、

旅

宿
業

的

役
割

な

ど
を
持

つ
こ
と

が
想
起

さ

れ
る

(近
世

の
問

屋

に

つ
い
て
は
宮

本

又
次

『
日
本

近

世
問

屋
制

の
研

究
-

近
世

問
屋
制

の
研
究
ー

』

一
九

五

一
年

参
照

)
。

笹

木
前

掲
書

の
共

同
執
筆

者

で
あ

る
篠

原

陽

一
は

、
運

賃
積

の
船

の
増
加

に

と
も

な

っ
て

回
漕

店
が

増

加

し
、

ま
た

回
漕

店

の
存
在

に
よ

り
そ

の
船

が

群
集

す

る

に

至

る
と

し

て
い
る

(
笹
木
前

掲
書

、

人

二
頁
)
。

以

上
、
堀

文

平

・
松
島

準
吉

『
九

州

石
炭
集

散

及
売

買
慣

習
取

調

報
告
』

(
一
九
〇

五
年

、
三

七
、

三
八

頁
)
。

こ
の

「積

入

問
屋

」

に
対
す

る
名

称

は
そ

の
後

も

一
定

で

は
な

く
、

昭
和
期

に

は

「帆

船

問
屋

」
、
「
回
漕

問
屋

又
は

回
漕
店

」
と
呼
ば

れ

て

い
た

(商
取

引
組

織
及

系
統

二
関

ス
ル
調
査

(
石
炭
)
」
(商

工
省
商

務

局

『
近
代

日
本
商

品
流

通
史

資
料

』
第

=
二
巻

、

一
九
七

九
年

、

四
八

頁
～

五
〇

頁
)
。
『
門

司
新

報
』

で
は

そ

の
他

に
も

「帆
船

取
扱

業
者

」
な

ど

の
名
称

が
あ

っ
た
。

波

方
船

舶
協

同
組

合
編

『
波
方

海

運
史
』

一
九

九
七

年
、

七
四

～
七

七
頁
。

た
だ

し
、

こ

の
波
方

の
船

主

た
ち

は

昭
和
期

に

も
長
崎

方

面

に
ま

で
石
炭

を

買

い
に
行

く
な

ど
、

買
積

の
方

式

は

つ
づ

け
ら

れ

て

い
た
。

ま

た
若

松

石
炭

商

同

業
組

合

事
務

所

「塩

田
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用
石
炭
需
要
状
況
調
査
書
」
(筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合

『
庶
務
事
蹟
大
正
十
四
年
三
冊
内
』

所
収
)
に
よ
れ
ば
、
大
正
末
期
の
塩
田
の
な
か
で
も

「宇
多
津

・
宇
野

・
松
永

・
尾
道

ノ
如
キ

ハ
申
合
セ
組
合
ア
リ
テ
未
ダ
組
織
タ
チ
タ
ル
組
合
ナ
ク
多
少
契
約
炭
ア
ル
モ

大
部
分
ハ
買
積
炭
ヲ
購
入
」
し
て
い
た
。

明
治
三
三
年
の
若
松
石
炭
商
同
業
組
合
定
款
第
三
条
に
は
、
「本
組
合
は
前
条
の
地

区
内
に
於
て
石
炭
骸
炭

(以
下
石
炭
と
総
称
す
る
)
の
売
買
、
輸
送
其
仲
立
取
次
を
業

と
す
る
者
を
以
て
之
を
組
織
す
。
但
し
艀
船
輸
送
に
関
す
る
営
業
者
は
此
限
に
在
ら

ず
」
と
あ
る

(前
掲
『
五
十
年
史
』
一
二
頁
)
。

『若
松
市
誌
』
(若
松
市
役
所
、

一
九

一
七
年
)
一
二
三
頁
。

門
司
鉄
道
局
運
輸
課

『産
物
と
其
の
移
動

上
巻
』
一
九
二
五
年
、
六
三
〇
、
六
三

一
頁
。

前
掲

『
五
十
年
史
』
三
六
頁
。
ま
た
、

一
九
〇
九
年
改
正
の
若
松
石
炭
商
同
業
組
合

定
款
第
六
条

一
五
で
は

「石
炭
取
扱
及
船
舶
積
入
手
数
料
ノ
定
率

ハ
各
自
二
於
テ
之

ヲ
増
減
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
」
と
さ
れ
て
い
る

(前
掲
『
筑
豊
石
炭
調
査
』
八
二
頁
)。

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合

『筑
豊
石
炭
鉱
業
要
覧
』
一
九

一
八
年
、

一
〇
四
頁
。

前
掲

「商
取
引
組
織
及
系
統

二
関
ス
ル
調
査

(石
炭
)」
五
三
、
五
四
頁
。

隅
谷
は
こ
の
積
入
問
屋
の
発
生
要
因
に
つ
い
て
、
市
場
の
分
散
性
と
小
型
船
舶
に

よ
る
輸
送
手
段
に
よ
る
も
の
と
簡
単
に
指
摘
し
て
い
る

(隅
谷
前
掲
書
、
三
五
八
頁
)。

二

杯
船
主
」
と
は
船
主

(オ
ー
ナ
ー
)
で
あ
り
、
船
長

(運
航
業
者
"
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
)
で
も
あ
る
船
主
の
こ
と
で
あ
る

(佐
々
木
誠
治

『内
航
海
運
の
実
態
』
海
文
堂
、

一
九
六
六
年
、
二
五
頁
な
ど
参
照
)。

機
帆
船
の
船
主
も
こ
の
よ
う
な

二

杯
船
主
」
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
以
上
、

岡
田
正

『
機
帆
船
の
研
究
』

一
九
四
三
年
、
六
頁
、
前
掲

『
若
松
港
を
続
る
石
炭
事

情
』
二
五
四
頁
。
ま
た
、
帆
船

・
機
帆
船
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
前
掲

『波

方
海
運
史
』
や
笹
木
前
掲
書
も
詳
し
い
。

以
上
半
間
巌
保

「機
帆
船
と
計
書
輸
送
」
(日
本
海
運
集
会
所
出
版
部

『海
運
』
第
二

四
二
号
、

一
九
四
二
年
)、
前
掲

『若
松
港
を
繞
る
石
炭
事
情
』
二
五
〇
頁
。
こ
れ
ら

は
機
帆
船
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
帆
船
と
機
帆
船
の
船
主
た
ち
に
基
本
的
な
変

化
は
な
く
、
そ
の
経
営
の
あ
り
方
も
同
様
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の

「定
約
船
」
は
、
普
通
三
年
あ
た
り
を
限
度
と
し
て
契
約
を
結
び
、
所

属
す
る
船
と
し
て
活
動
す
る
専
属
契
約
で
あ

っ
た

(以
上
増
田
孝
吉

『
九
州
地
方
旅
行

調
査
報
告
』
一
九

一
六
年
)。

前
掲
図
表
3
の
傭
船
は

一
九
二
五
年
度
に
お
け
る
船
舶
保
有
状
況
で
あ
り
、
住
友

の
場
合
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
都
度
に
使
用
さ
れ
る
小
型
船
舶
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
航
海
で
輸
送
を
請
け
負
わ
せ
る
こ
こ
で
い
う
艀
の

「傭
船
」

と
は
異
な
る
も
の
で
、
定
約
船
に
近
い
比
較
的
長
期
の
契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
今
津

『若
松
港
石
炭
統
計

(抄
)
』。

『
門
司
新
報
』
昭
和
五
年
九
月

一
〇
日

「若
松
港
運
炭
船
変
化

被
曳
船
減
少
」。
ま

た
大
手
荷
主
は
多
数
所
有
し
て
い
た
艀
船
の
整
理
も
行

っ
た

(『
門
司
新
報
』
昭
和
五

年
七
月

一
七
日
、
「三
井
物
産
の
艀
船
整
理
解
決
」)。

『
三
菱
鉱
業
若
松
支
店
々
史

(抄
)』
労
謙
洞
文
庫
三
四
四
五

(九
州
大
学
附
属
図
書

館
付
設
記
録
資
料
館
所
蔵
)。

福
本
清

『
東
野
村
史
上
巻
』
(広
島
県
豊
田
郡
東
野
村
教
育
委
員
会
、

一
九
六
二
年
、

=
二
八
頁
)。
な
お
笹
木
前
掲
書

(
=

六
、

一
一
七
頁
)
は
、
三
菱
所
属
の
帆
船
船

主
が

一
九
三
〇
年
に
お
い
て
、
退
職
金
代
わ
り
に
船
の
払
下
げ
を
受
け
る
ま
で
の
経

緯
を
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

以
上
大
島
久
幸

「三
井
物
産
の
受
渡
業
務
」
(専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所

『社
会
科

学
年
報
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
二
年
)、
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所

『稿
本
三
井

一41「



物
産
株
式
会
社

一
〇
〇
年
史

上
』

一
九
七
八
年
、
五

=

頁
)。
こ
の
別
会
社
の
組

織
は

「人
夫
供
給
及
荷
役
請
負
並

二
運
送
及
運
送
取
扱
ヲ
目
的
」
と
し
、
「社
外
荷
物

ノ
必
要
ア
ル
ニ
因
ル
モ
亦

一
面
二
於
テ
當
社
ガ
労
働
問
題
直
面
ノ
不
利
ヲ
避
ク
ル
ノ

便
ア
ル
」
と
い
う
狙
い
が
あ

っ
た

(本
店
受
渡
課

「昭
和
四
年
下
季
受
渡
業
務
概
要
」
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"

、
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
)。
大
島
論
文
で
も
こ
の
二
点
は
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
本
稿
で
は
社
外
の
石
炭
輸
送
を
請
け
負
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
点

を
強
調
し
た
い
。

前
掲
今
津
編

『若
松
港
石
炭
統
計

(抄
)』。
た
だ
し
、
こ
の
運
賃
は
月
末
運
賃
の
最

低
と
最
高
額
で
あ
る
。

帆
船
の
大
阪
-
若
松
間
の
最
短
日
数
は
約

一
週
間
と
い
わ
れ
る

(以
上
牧
野
前
掲

書
、
笹
木
前
掲
書
参
照
)。

高
橋
隆

「石
炭
の
荷
役
設
備
と
荷
役
賃
」
(『
石
炭
時
報
』
第
二
巻
、
第
二
号
、

一
九

二
七
年
)、
小
原
英

一

「昭
和
三
年
中
の
石
炭
輸
送
概
況
と
施
設
改
善
に
就
て
」
(『同

上
』
第
四
巻
、
第

一
号
、

一
九
二
九
年
)、
神
津
康
人

「若
松
の
駅
藤
ノ
木
貯
炭
場
機

械
設
備
に
就
て
」
(『
同
上
』
第
八
巻
、
第
九
号
、

一
九
三
三
年
)
な
ど
。
ま
た
、
組
合

の
調
査
に
つ
い
て
は
前
掲

「新
桟
橋
貯
炭
場
機
械
設
備
陳
情
詳
説
」。

『門
司
新
報
』
昭
和
六
年

一
月
二
〇
日

「大
手
筋
合
同
の
荷
役
合
理
化
説
果
し
て
事

實
か
」。
三
井
は
す
で
に
こ
の
時
期
ま
で
に
は
独
自
に
積
出
お
よ
び
輸
送
の
合
理
化
を

進
め
て
い
た
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
の
積
込
作
業
の
合
理
化
、
特
に
三
井
の
合

理
化
に
つ
い
て
は
前
掲
大
島
論
文
が
参
考
に
な
る
。

ま
た
、
販
売
店
に
対
し
て

「先
番
の
注
文

の
弊
害
を
少
な
く
願
度
事
即
ち
積
掛
船

を
減
少
し
得
る
事
」
を
要
求
し
て
い
る
。
輸
送
船
の
円
滑
な
確
保
を
図
る
た
め
に
適

宜
の
炭
繰
り
と
船
繰
り
を
目
指
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

(以
上

「若
松
側
荷
役
状
態
」

麻
生
家
文
書
、
玉
-
二
九
五
)。
た
だ
、
こ
の
資
料
は
正
確
な
年
月
日
が
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
資
料
の
内
容
お
よ
び
保
存
さ
れ
て
い
た
状
況
か
ら
判
断
し
て

一
九
三

五
年
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。

一

若
松
石
炭
商
同
業
組
合
の
組
合
員
数
は
前
掲

『産
物
と
其
の
移
動

上
巻
』
と

『若

松
市
誌
』
、
若
松
市
史
第
二
集
編
纂
委
員
会

『若
松
市
史

第
二
集
』
(若
松
市
役
所
、

一
九
五
九
年
)
に
よ
っ
て
判
明
す
る
が
、
輸
送
を
担
う
問
屋
の
数
は

一
致
せ
ず
、
ど

の
基
準
で
組
合
員
を
分
け
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

畝
川
鎮
夫
『海
運
興
国
史
』
(海
事
彙
報
社
、

一
九
二
七
年
)
四
六
～
四
八
頁
。

前
掲
『若
松
港
を
繞
る
石
炭
事
情
』
二
四
九
頁
。

加
藤
寛
道

「回
漕
業
者
の
大
阪
海
運
仲
立
業
組
合
結
成
問
題
を
繞
り
て
」
(神
戸
海

運
仲
立
業
組
合
出
版
部

『海
運
月
報
』
第
二
四
巻
、
第
六
号
、

一
九
三
九
年
)。
ま
た
、

山
地
四
郎

「海
運
仲
立
業
の
確
立
に
つ
い
て
ー
大
阪
海
運
関
係
業
者
の
組
合
運
動
に

対
す
る
法
的
批
判
1
」
(同
上
)
で
も
、
当
時
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
船
舶
仲
立
業

と
運
送
取
扱
業
の
相
違
点
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

若
松
港
に
お
け
る
代
理
商
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
そ
の
商
店
を
特
定
し
が
た
い
こ

と
、
同
様
に
、
代
理
店
と
船
舶
会
社
と
の
取
引
関
係
は
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
稿

で
は
考
慮
に
入
れ
な
い
。
し
か
し
、
石
炭
輸
送
に
従
事
す
る
船
舶
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
た
め
、
「船
長
に
於
て
直
接
事
務
を
取
扱
ふ
か
又
は
荷
主
と
代
理
店
同

一
の
者
が
多

い
」
と
い
わ
れ
る

(前
掲
『海
運
興
国
史

附
録
』
七
〇
二
頁
)。

以
上
『
門
司
新
報
』
明
治
四
〇
年
三
月

=

日

「若
松
石
炭
回
漕
業
の
近
況
」。

『福
岡
日
日
新
聞
』
(以
下
『福
日
』
と
す
る
)
大
正
八
年

一
二
月
二
日

「若
松
海
運
発

起
」。
こ
の
合
同
組
織
に
先
立
ち
、
「若
松
市
に
於
け
る
帆
船
運
送
業
者
中
廣
島
縣
出

身
に
属
す
る

一
部
」
の
数
人
に
よ
っ
て

「資
本
金
五
萬
円
の
中
国
帆
船
株
式
会
社
を
組



織
」
し
、
同
年

一
二
月

一
五
日
よ
り
営
業
を
開
始
し
て
い
る
。
他
方
で
、
こ
の
会
社

以
外
の
回
漕
店
が
集
ま
っ
て
若
松
帆
船
株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い

た
が
、
す
で
に

「同
業
者
同
士
が
別
個
に
合
同
し
て
営
業
を
な
す
こ
と
は
合
同
の
本

旨
を
徹
底
せ
し
む
る
上
に
不
便
な
る
の
み
な
ら
ず
頗
る
不
利
益
な
れ
ば
右
両
者
間
に

は
早
く
も
合
同
談
」
が
持
上
っ
て
い
た

(『
福
日
』
大
正
八
年

一
二
月
二
四
日

「帆
船
合

同
談
」)。
二
つ
の
合
同
組
織
が
別
個
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
競
争
を
排
除
す

る
と
い
う
合
同
の
意
義
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

吉
開
和
男

「若
松
港
を
拠
点
と
す
る
木
船
運
送
業
」
(『若
松
高
校
郷
土
研
究
紀
要
』

第
八
号
、

一
九
五
七
年
)
や
前
掲

『
若
松
市
史
第
二
集
』
(七
〇
三
頁
)
で
は
、
こ
の
合

同
会
社
は

「不
況
切
抜
け
策
」
と
し
て

一
九
二

一
年
に
設
立
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、

む
し
ろ
合
同
の
動
き
は
好
況
下
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
お
り

(設
立
も
二
〇
年
で
あ

る
)、
石
炭
販
売
業
者
を
含
ん
だ
輸
送
を
担
う
業
者
が
多
数
存
在
し
、
そ
れ
に
よ
る
競

争
激
化
の
対
応
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上

『福
日
』
大
正
九
年
二
月
二
二
日

「若
松
帆
船
会
社
成
立
」。
社
長
に
は
若
松

の
有
力
者
で
あ
る
吉
田
磯
吉
が
就
き
、
取
締
役
中
井
常
次
郎
、
大
庭
岡
之
助
、
中
島

森
太
郎
、
山
本
久
吉
、
麻
生
米
吉
、
寿
福
守
雄
、
本
荘
誠
、
小
田
國
太
郎
、
関
市
作
、

監
査
役
児
島
卯
太
郎
、
吉
原
伊
太
郎
、
坂
本
敬

一
、
水
ノ
江
國
雄
、
西
元
彦
左
衛
門

と
他
の
役
員
も
決
定
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
吉
田
を
除
い
て
、
従
来
ま
で
取
扱
高
の
大

き
な
商
店
の
代
表
で
あ
っ
た
。

若
松
帆
船
に
関
す
る
資
料
お
よ
び
記
述
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
た
め
に
、
全

参
加
商
店
や
そ
の
営
業
に
関
す
る
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
統
計
上
の
推
移

か
ら
は
約
六
〇
店
が
参
加
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
新
聞
の
記
述
と
ほ
ぼ
整
合
的
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
商
店
が
そ
れ
以
後
の
統
計
に
は
記
載
さ
れ
な
く
な

る
。

以
後
、
若
松
帆
船
の
取
扱
高
お
よ
び
シ
ェ
ア
は
前
掲

『若
松
港
石
炭
集
散
統
計
表
』

よ
り
計
算
し
た
。

若
松
帆
船
の
重
役
と
な
り
、
そ
の
後
に
記
載
が
さ
れ
な
く
な
る
商
店
の
な
か
で
も
、

統
計
上
に
再
び
記
載
さ
れ
る
場
合
が
あ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
株

式
を
保
有
し
た
ま
ま
営
業
を
再
開
す
る
か
、
あ
る
い
は
完
全
に
脱
退
し
て
再
開
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
店
が
い
く
つ
か
出
て
く
る
こ
と
も
、
シ
ェ
ア

を
低
下
さ
せ
た
要
因
で
あ
ろ
う
。

取
扱
高
の
小
さ
な
回
漕
店
で
あ
れ
ば

「電
話

一
本
あ
れ
ば
で
き
た
」
(全
国
海
運
組

合
連
合
会
編
集
委
員
会

『
全
海
運
沿
革
史

内
航
海
運
の
源
流
-
帆
船
か
ら
今
日
ま

で
ー
』
一
九
八
二
年
、
八

一
頁
)
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
参
入
は
比
較
的
容
易
で
あ

っ

た
。帆

船
輸
送
に
関
す
る
諸
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
以
下
の
事
例
の
よ
う
に
若
松
帆

船
の
代
表
者
が
関
与
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

一
九
三
四
年
の
兵
庫
県

家
島
港
で
帆
船
に
ト
ン
当
た
り

一
～
二
銭
の
帆
別
銭
を
要
求
す
る

(財
政
難
か
ら
家

島
町
側
が
、
家
島
に
寄
港
す
る
石
炭
輸
送
の
帆
船
に
対
し
て
係
員
を
派
遣
し
、
税
金

と
し
て
半
強
制
的
に
こ
れ
を
徴
収
す
る
)
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
兵
庫

県
に
対
す
る
陳
情
の
た
め
に
石
炭
商
組
合
理
事
は
回
漕
店
の
組
合
で
あ
る
互
親
会
、

被
曳
船
業
組
合
、
若
松
帆
船
の
代
表
ら
と
と
も
に
兵
庫

へ
と
向
か
っ
た

(『福
日
』
昭

和
九
年
八
月

一
七
日
、
『門
司
新
報
』
昭
和
九
年
八
月
十
八
日
)。

山
九
運
輸
に
つ
い
て
は

『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
(山
九
運
輸
機
工
株
式
会
社
、

一
九

七

一
年
)、
自
念
組
に
つ
い
て
は

『
北
九
州
市
産
業
史
』
(北
九
州
市
産
業
史

・
公
害
対

策
史

・
土
木
史
編
集
委
員
会
産
業
史
部
会
、

一
九
九
八
年
)
、
飯
野
商
事
に
つ
い
て
は

『
飯
野
六
〇
年
の
歩
み
』
(飯
野
海
運
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
、

一
九
五
九
年
)
を
参
照
。

後
掲
図
表
11
参
照
。
以
下
で
い
う
関
係
会
社
と
は
、
特
に
説
明
が
な
い
限
り
、
大

一43一



手
と
の
資
本
関
係
は
判
明
し
な
い
も
の
の
密
接
な
取
引
関
係
が
あ

っ
た
会
社
の
こ
と

を
指
す
。

畝
川
鎮
夫

『海
事
要
覧
』
(海
事
彙
報
社
、

一
九
三
六
年
)
一
二
七
、

一
五

一
頁
。
こ

の
資
料
で
は
、
丸
正
海
運
が
若
松
阪
神
間
の
運
炭
に
従
事
し
、
日
本
鉱
業
会
社
の
専

属
扱
店
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
日
本
炭
礦
と
思
わ
れ
る
。

石
数
船
と
は
、
ト
ン
数
が
西
洋
型
帆
船
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
旧
来
の
和
船

(日

本
型
帆
船
)
を
あ
ら
わ
す
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

一
〇
石
　

一
ト
ン
で
換
算
さ
れ
る

(「大
日
本
帝
国
港
湾
統
計
1
」
前
掲

『近
代
日
本
商
品
流
通
史
資
料
』
第
九
巻
)。
自

念
組
の
石
数
船
の
平
均
石
数
は
約
三
八
八
石
で
、
ト
ン
に
換
算
す
る
と
約
三
八

・
八

ト
ン
と
な
る
。
ま
た
、
栃
木
商
店
の
場
合
は
、
平
均
石
数
約
三
二
〇
石
で
、
約
三
二

ト
ン
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
極
め
て
小
さ
な
船

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

出
所
資
料
で
は
、
小
船
の
船
主
別
実
数
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
前
掲
図
表
10
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
若
松
帆
船
な
ど
の
回
漕
店
は
船
舶
を
多
数
所
有
す
る
船
主
で

は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
時
期
が
異
な
る
た
め
に

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
右
図
表
と

見
比
べ
て
み
る
と
、
大
手
の
関
係
会
社
の
所
有
船
舶
と
ほ
ぼ
整
合
的
な
部
分
が
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
取
扱
船
と
所
有
船
を
含
め
た
実
数
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
四

一
年
時
の
田
淵
商
店
の
所
有
汽
船
は
四
隻
、
三
月
中
の
延
航
海
数
は

一
五

回
で
あ

っ
た

(以
上
前
掲

『若
松
港
を
繞
る
石
炭
事
情
』
二

一
二
頁
)。
し
か
し
、
こ

の
機
帆
船
の
取
扱
か
ら
、
単
純
に
汽
船
海
運
会
社
の
参
入
と
は
い
え
そ
う
も
な
い
。

一
九
三
〇
年
代
の
輸
送
の
合
理
化
が
進
む
に

つ
れ
て
、
海
運
界
も
し
く
は
大
手
荷
主

側
の
石
炭
輸
送

へ
の
対
応
に
な
ん
ら
か
の
変
化
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
ら
三
〇
年
代
後
半
に
あ
ら
わ
れ
た
、
阪
神
地
区
の
回
漕
業
者
の
輸
送
お
よ
び
荷
主

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
に
解
明
す
べ
き
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

航
海
数
は
多
く
な
っ
た
が
、

一
般
的
に
機
帆
船
船
長
は
以
前
ま
で
の
帆
船
船
長
と

輸
送
労
働
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
は
変
化
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
郷
里
付
近

の
航
海
を
希
望
し
、
航
海
時
間
に
関
す
る
観
念
が
薄
く
、
自
己
の
都
合
で
勝
手
に
休

養

・
寄
港
し
た
り
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(岡
田
前
掲
書
、
六
頁
)。
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